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え・うちのおかあさん圃圏回團
おくやみ（菟¢〉

相澤　センさん70歳水梨（坂　中）

榊　　蜜江さん　65歳　松　資（横　沢）

涌井源作さん80歳五十子平（小坂1

橿原まり子さん49歳湯　本（十一屋）

小野塚マツノさん66歳　東用（大和屋）

蕎澤寅治さん93歳大荒戸（中　道）

＊2拷1霞から2月認露までの縄出分です．

＊広報に載せてほしくない方は、雇慮の時

に窓口にお話ください。

ふくはらかすみちゃん

　　松臼（保屋〉

　お母さんがお花畑を晃ているところを描きました。

お母さんの欝意な料理はスパゲッティです。巖近では

うどんが美殊しカ、ったです。

　いつもおいしい料理を作ってくれるお母さんが大

好きです。

◇3月鴇日～4月9βの予定

i4段　モーグル選手権大会

27類　ジュニアアルペン大会

28沼　松之山温泉スキーカーニバ

　　　ルフェニックスアルペン

　　　大会

◇2月の出来事

7麟　松之由スキー競技大会

13貝　越後松之由豪雲塾

2！鶏　松里地匡雲上運動会

28欝松之山地鍵薦．L運動会

　　　浦磁地区雪上運動会

　　　⑳◎㊥⑧

　　　　　　　　　3鴛肩1ヨ境在

　　総人爲　3，3難人〈…4）

　　　　男　王，6掲人（…2〉

　　　　女三．695人（…2）

　　徴帯数　1．捻3芦（・艦D

　　（）内は崩弩との比較

町民憲章，、露事ゼ、5，3年7r輩鐸鉾∫建

　わたしたちは松、之由町民です．郷土を愛し

みんなでよりよい町づくりをしよう．

町民の合爵葉

　玉、美しい緑と零の串で

　　　心駿かな人になろう

　1、ブナの構が触れ合うように

　　　達体の心をもとう

　｝、湧きいづる湯泉のように

　　　劇造のねを窩めよう

参
β
記
よ
り

　
「
築
い
」
は
、
ど
ん
な
高
い
薬
よ
り

効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。
リ
ウ
マ
チ

な
ど
の
痛
み
も
、
笑
う
こ
と
に
よ
っ

て
頼
ら
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
柔
軟
な
発

想
も
笑
い
の
あ
る
魔
境
に
よ
っ
て
盤

ま
れ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
人
を
楽

し
ま
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
人
問

関
係
を
円
滑
に
し
、
釘
事
に
も
積
極

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

譲
本
人
は
、
「
勤
勉
、
努
力
、
根
牲
扁
と

い
う
　
葉
が
好
き
で
す
が
、
外
醜
で

は
、
「
気
楽
に
行
こ
う
よ
擁
と
か
「
問

題
な
い
よ
鳳
と
い
う
．
一
．
㎜
葉
が
よ
く
綾

わ
れ
ま
す
。
こ
ん
な
蒔
代
だ
か
ら
こ

そ
、
肩
の
ヵ
を
抜
い
て
楽
観
的
に
焦

き
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
．

f4

温泉定休日
蓼 1温馳ンタイ翠の湯

3月 4・稲・唾8・篇冬期休業

4月夢ガ515・30

駄
・1’1

ト
く
ド響難湯

広報

～

漿行a／軍成琵年4月9田　編集・発行．〆松之撫町役場総務謙

燃襯一1蟹1新潟県東頚械郡松之1鵬大字訟之山搬2・一2丁穫LO2識｛一6－3131縣XO鰯9－6一識5

松之出晦役場電話番弩一覧

総務諜0255タ嬢3纈（代蓑）

磁納蜜　　6・3鰯

産業諜　　6－3蓋32

撫興諜　　　6朝34

建設諜　　　6羅35
水進諜　　　　　6－2蓋62

議会事務潟　6－2播曾

新しい人生ヘガンバルぞ

　　　　　　　　　3／3松高卒業式
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前年度比1．8％増

　
平
成
十
一
隼
度
町
予
算
が
、
三
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

厳
し
い
財
政
事
構
の
中
、
｛
般
会
計
予
算
と
田
つ
の
特
別
会
計
の
総

額
は
簸
率
九
億
五
千
六
百
五
十
五
万
五
千
円
、
前
葎
度
に
比
べ
二
・

二
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
将
来
に
夢
が
持
た
れ
る
松

之
山
町
を
め
ざ
し
、
活
気
の
あ
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
使

わ
れ
る
町
予
算
と
主
な
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

入
っ
て
く
る
お
金

　
平
成
十
一
葎
度
、
般
会
計
の
予
籏

纈
は
、
、
膿
軒
二
億
二
千
溝
ガ
門
で
離

銀
度
に
比
べ
灘
千
六
薫
三
十
七
万
七

千
円
一
・
八
％
の
贈
と
な
り
謹
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
ト
ッ

プ
で
全
体
の
薮
割
強
を
占
め
る
一
ヒ

億
六
千
万
円
、
前
年
度
と
比
べ
一
千

ガ
円
、
○
・
六
％
の
減
で
す
。
つ
い

で
時
債
が
説
億
漏
千
九
欝
八
十
寿
円

の
…
○
・
八
％
の
増
、
県
支
出
金
が

三
億
二
千
照
薄
薮
丹
門
の
一
七
・
六

％
の
増
と
続
い
て
い
ま
す
、
ま
た
、

國
庫
支
患
金
は
一
億
二
千
黒
百
八
十

九
万
七
千
門
の
ご
丁
七
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
債
と
は
、
大
き
な
箏
業
を
す
る

と
き
財
源
の
不
足
を
賄
う
た
め
に
町

が
僑
り
る
お
金
で
す
。
平
成
十
一
年

度
町
債
の
薫
な
も
の
は
、
墨
創
プ
ラ

ン
関
連
箏
業
や
町
道
改
良
事
業
、
下

水
道
事
業
、
農
村
総
含
整
備
癬
業
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
癒
接
い
た
だ

く
町
税
は
、
然
憾
二
千
五
欝
六
牽
八

万
六
千
円
の
難
・
闘
驚
の
減
で
す
、

町
民
一
人
巌
た
り
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
お
金
は
、
六
ガ
八
千
百
六
至
瓢

円
と
な
り
ま
す
。

使
わ
れ
る
お
金

　
歳
出
で
は
、
ト
ヅ
プ
が
騰
林
水
産

業
費
の
難
億
点
ハ
千
七
欝
七
十
一
ガ
一

千
円
の
ご
丁
九
％
の
増
で
す
、
つ

い
で
総
務
費
の
暇
億
九
千
七
百
七
牽

八
万
九
千
門
で
、
ぞ
∵
九
％
の
増
、

民
焦
費
の
照
億
八
千
七
欝
一
｝
駈
八
丹

特別会計総額

　玉7億3，555万5千円（△8．9％

。
二
千
円
で
六
・
π
驚
の
増
、
十
天
・
費

の
顯
億
六
千
九
牽
蕊
万
二
千
騰
で
…

八
・
諜
驚
の
減
と
な
り
ま
す
．

　
今
年
度
の
窯
な
欝
業
と
し
て
は
、

森
林
窪
闇
総
禽
整
備
箏
業
、
中
山
閥

地
域
総
合
繋
備
箏
藁
、
農
村
総
禽
整

　
　
　
林
業
地
域
総
合
整
備
箏
業

な
ど
が
あ
り
ま
す
．

　
｝
般
会
謙
の
予
算
額
が
町
民
一
人

当
た
り
ど
の
く
ら
い
硬
わ
れ
て
い
る

か
を
見
る
と
、
九
十
七
万
二
看
八
薦

垂
八
円
で
餉
年
度
よ
り
一
、
一

十
六
鍔
増
え
て
い
ま
す
．

　
特
劉
会
計
で
は
、
賜
つ
の
総
額
が

軒
t
億
鷺
千
蹴
資
烈
十
煮
ガ
汽
千
円

で
餉
葎
度
に
比
べ
て
八
・
九
％
の
減

で
す
、

　
会
計
別
の
竃
な
箏
業
は
、
闘
～
鶯

ペ
ー
ジ
で
お
短
ら
せ
し
ま
す
、

国民健康保険会計

　事業勘定　　2億4，0田万円

　　　　　　　　　　　（△5．8％）

　診療所勘定　2億8，039万8モ附

　　　　　　　　　　　（△三8．7今も

老人保健会計

　5｛意6，8277ヲ瞠2｛・P3　　（0％

（38．7（塁6）

簡易水遵事業会欝

　2億5，970万11

下水道事業会謝

　3億8，627万5子円／△29．7％

町民肇人に使われるお金（一般会計）・一一972，818円
衛　生　費1商工費・その弛欝費木費 公債　費 教

39，2璽8需

鳥

蓬2柵5円i

　　　…
　　　…
　　　…e〈つ　　　1

　6

蕃
…
β

民生費i土

訓葉4η7伊311（
費
円

　
繍

務
騎

総
嘩

諜。欝璽、鍵、、躍
農林水産業費

　171，462需

毒譲、

2

、＿＿＿．＿＿＿

　衛
　生
　費
　6．5％

rあ

　勉
　5．7％

…
｝

歳 農
林
水
産

総
務

戻
生

土
木

公
債鐵

業
費
董7．6％

費
τ
5．5％

　費

董5．1％

費
τ
4
．
3
％

　費

肇2．8％

教
欝
費
7
．璽％

　㎜商
工
費
5
． 4％

歳

地
方
｛
父
付

町 緊
支
出
金

町
税
7
．
0
％

繰入金

4．2％
｝｝鴨㎜一輔 一

鼠庫
支出金
3．8％

そ
の
他

入

税 優

Io．屡％

一悌？榊｝㎜ 9．4％

｝－認■帖－憾』酔［噛』脚輔

54．6％
遷o．9％

一｝㎜

ノ

《歳入》

科 目 本年　度 麟年度 紳び率

町 税 225，686 238，557 △5．4

地 方譲 与税 37，000 37，000 o
《歳出》 利子翻交付金 2，（裏）o 1，000 玉oo．o

地方溝費税交付金 25，000 28，0α0 △玉（λ7

科 欝 本年度 箭葎度1伸び率
甲漏◎

父

特劉地方硝費税
金

5，000 4，000 25．G議 会　費 63，壌）8 講a2 轡

総 務　費 497，789 蚕）三，8圭9 2ag 自動事取得税交慰金 24，000 26，朕）0 △7．7

浅 盤　費 487，283 4s7，艦5 6．5 地方特鋼交付金 9，00〔） o 皆増
衛 盤　費 21｛），85窪 王88，205　　獄o 地方交 鐙　金 三，760，GOG i，770，α）o △α6
労 働　費 575 572 α5 交遂安全嬉策

付金
897 800 12」

農林水産業費 567，7n 502．86王 玉2，9 特劉　交

薩 工　費 174，537 200，087 △王2．8 分麹金及び鮒難金 40，052 43，469 △7．9

土 木　費 460，952 563，383 △王8．2 使罵料及び手数料 77，857 95，098 △隻8。玉

滴 防　費 三〇4，505 108，096 △3．3 國康支 1潟　金 123，897 142，002 △玉2．7

教 欝　費 229，770 232，5王6 △玉，2
県 支 患　金 324，050 275，552 三7．6

災害復娠費 6，568 6，559 G、工
財 産 収　入 王5，09王 玉7，％三 △15．9

公 債　費 覗王，672 43銭25婆1△ 50
審 醗 金 王 … 0

金 28．4

諸支鐵金 92 77筒鮪 繰
繰

入
越 金

欝6，8王7

39，7圭3

玉06，56王

40，0（）○

△α7
予 備　費 5，284

牽

諸 収 入 25ほ39 22，842 ま0。玉

ズ篤

鷺 猷 3，22美，｛X濃
歌、譲凱羅

町
｛責

3幾9，800 3織8（め 三α8
識楓

鵬 謙 3，22圭，0（沿 3，王64，623 玉．8

地方譲与税
利子翻交付金
地方溝費税交｛

《歳出》

特劉地方硝費
交　　轡
自動事取得税交慰・

地方特鋼交付

地方交鐙
交遂安全嬉
特劉交付，
分麹金及び舞撫

使罵料及び手1

國康支1ま1

県支患
財産収
審　醗
繰　入

繰越諸　　　収

町
、甑

鵬

町民璽人が負担するお金（一般会計）………68，162円

晦饒が負握ずるお盆と使

われるお叢の差額は、國、

票からの補勘霊や地乃交

慰税などでまかなわれて

いまず。（入Oは3角簾8

現在33”人〉

たばこ税1軽自勤箪税i憾箔獄艶保有税
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醐
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灘聴繕浅税 入　湯税 題定

22，296題

ご　燈

σ　，タ
　　　ノ　　、＿、ノ

　7．369縫

轟蹴
　　　一

憂
斌

酪

の

一＿．＿一．＿＿．＿＿志＿＿＿＿＿＿胴

薗建資産税

　32，863R
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国民健康保険会計

　事業勘定　　2億4，0田万円

　　　　　　　　　　　（△5．8％）

　診療所勘定　2億8，039万8モ附

　　　　　　　　　　　（△三8．7今も

老人保健会計

　5｛意6，8277ヲ瞠2｛・P3　　（0％

（38．7（塁6）

簡易水遵事業会欝

　2億5，970万11

下水道事業会謝

　3億8，627万5子円／△29．7％

町民肇人に使われるお金（一般会計）・一一972，818円
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《歳入》

科 目 本年　度 麟年度 紳び率

町 税 225，686 238，557 △5．4

地 方譲 与税 37，000 37，000 o
《歳出》 利子翻交付金 2，（裏）o 1，000 玉oo．o

地方溝費税交付金 25，000 28，0α0 △玉（λ7

科 欝 本年度 箭葎度1伸び率
甲漏◎

父

特劉地方硝費税
金

5，000 4，000 25．G議 会　費 63，壌）8 講a2 轡

総 務　費 497，789 蚕）三，8圭9 2ag 自動事取得税交慰金 24，000 26，朕）0 △7．7

浅 盤　費 487，283 4s7，艦5 6．5 地方特鋼交付金 9，00〔） o 皆増
衛 盤　費 21｛），85窪 王88，205　　獄o 地方交 鐙　金 三，760，GOG i，770，α）o △α6
労 働　費 575 572 α5 交遂安全嬉策

付金
897 800 12」

農林水産業費 567，7n 502．86王 玉2，9 特劉　交

薩 工　費 174，537 200，087 △王2．8 分麹金及び鮒難金 40，052 43，469 △7．9

土 木　費 460，952 563，383 △王8．2 使罵料及び手数料 77，857 95，098 △隻8。玉

滴 防　費 三〇4，505 108，096 △3．3 國康支 1潟　金 123，897 142，002 △玉2．7
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県 支 患　金 324，050 275，552 三7．6
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国民健康保険特別会計
1瞬保事業勘定1

歳入
☆鼠昆健康保険税……一76，992千円

☆図康支出金一一……・95，243千轡

☆療養給付費交億金……焉，738千粥

☆県支鐵金一…………・一3GO千跨

☆共岡事業交付金………2，000千円

☆財産収入・一……一・ゆ・…3葺千需

☆繰入金…・一…・一…・・46p483予鍔

☆繰越金‘……・一……・・32779千穆

☆諸載入……φ一………………58千門

歳鐵
☆総務費……・…………・・5，5M千閂

☆保険給鱈費…一…一玉鍍，290千円

☆老人保健撫鐡金………8三，764千鍔

☆共岡事業拠繊金…・・…・2，322千円

☆保険事業費…一…・監…2，648・響弓

☆基金積立金・・一…一……3燈千轡

☆公債費・・一一…一一り・…200千円

☆諸支鵡金………一……911，125千鍔

☆予備費・・ゆ……一………5，7鍍千賜

【松之出診療漸勘定峯

歳入
☆診療駁入・一…一…忽5，661千轡

☆使爾料及び手数料…一・・300千滞

☆繰入金一一…………・287867予還

☆繰越金・・………一………500千ill

☆諸収入…一……一・…5，G70千轡

歳鐵
☆総務費一・…………・王58，27玉｛円

☆医療費・・…………一王02，270千円

☆施設整備費……………・一6至0干懲

☆公債費…一…辱……・…算，867季跨

☆諸支磁金一・………・・一一30千ifl

☆予備費一・・一・一一…・三2350華鰐

　　老人保健特別会計

歳入
☆支払基金交付金……392，篶8千勝

☆園庫笈串金・一……三王6，878千糊

☆県支戯金………・一・…29，219千円

☆繰入金・・………………要30，劔2千轡

☆繰越金一……一一…帰……2・鰹葦1

☆謡収入看一・り…一・・一…・…3季溝

歳鐵
☆総務費・・…・一一…・“…一792丁・鍔

☆隆療認費・一………567，476も円

☆諸支出金…・・……一・・…一3千隅

☆予備費…………・一・一一一1干円

簡易水道事業特別会計

歳入
☆秘驚料及び乎数料……66，000悸・縄

☆麟灘支韻金……………欝，魂oo千蹄

☆財産収入…一・……・・…・……35千賜

☆繰入金…一…・……脅…68象378千欝

☆繰越金…………………　2ラ184千円

☆諸収入……一……露…・・22，603千鰐

☆町鰻…・ψ…一ゆ……一8171GO千F3

歳斑
☆簡易水遵施設費一…207，890千滞

☆公債費……・・一………・50曇655千円

☆野備費一一…・一一塾・一王｝三55千鰐

　下水道事業特別会計

歳入
☆分握金及び負鑓金◎・一21，節0千円

☆使罵料及び手数料・・一・33，365干鍔

☆麟庫支繊金・・…一・一俸80，000千還

☆県支撫金…・一……一・一三，500千題

☆財産駁入・一……………・…5千円

☆繰入金一・…一…一i50，936千鍔

☆繰越金…………一…虫・憩重n8千円

☆諸収入・…一一…一一ひ3寮3艇千鍔

☆町債……一一……身…85ヲ900千円

歳綴
☆ぞ水道纂業費一・一3玉6，3塗2千円

☆公篠費…………・…會・…69，733畢鍔

☆多備費・亭・………一・・辱……20（1千円

　平成穏年度起債計画

一般会謝（349．8蒼万円〉

　過疎対策事業債

　幸臓町地域広域総合負摂金（璽翻プラン事業！…78再万鰐

林道上蝦漉線舗装事業一…・・……・……一・…憾藝獅1業1

　林遵須出美人称線雛設事業一……一……・…　8．4姦万鍔

　森赫空鵜総合整備事業・・…一…………・………33。3衝万糧

　農村総合整備事業・・一……・・……一……………23．3醤万糧

　闇体営土地改良調資設計事業・・…一…一……・5．4買万湧

　時道浦田松之山線改良事業………一…・一◆…・…15菖万円

　町道松之山葡田線改良事業・…・………9一・・…25ほ養万円

　溝防・跡災施設整備事業負撞金……・………・・8。6薦万円

　湯之轟簸易水遊施設整備事業一…・…………拳9，7繭万円

　県中出闘地域総合整備事業負撫金………藍一43．3藝ぎ万聡

5

特定環境篠全公共下水遵建設事業…………69．9頁万綿

一般公共事業横

町道松鶯大荒欝線改良事業…一‘…………・…㊧．8再湾

県中山聞地域総合整備事業負握金・…・・……9，5頁万円

臨購地方遂整備事業債

　県遊月池松代線整備事業負撞金一一……畷3．5百万円

　地域総合事業儀

　県遊松之雛濫泉線整備事業負担金一………一9葎万隅

簡易水遵事業特劉会讃（8簾、臓万円〉

　県中由闘地域総合整備箏業負挺金…一・一鐙．6蕎万轡

　松婁地区簡易水道施設整備事業……・・……・2G，3薔万輿

　湯之罵簡易水道施設整備事業……・一……・29．2蕎万Fヨ

下水道事業特劉会議（85．9蒼万円〉

　特定環境保全公興下水遊建設事業………一69。9蒋万円

　下水道債（特例搭置分）…・・一亭……ウ…・…・畦6蒼万窮

　　　　蓮　　　寡
　　　　　サ　　　　　御

　　総　　務　　費

☆集落総代報醐…………5，姐g千絹

☆溝耗晶費・・……………・鷺，654千窮

☆逓信運搬費…・・……・…5，100千円

☆機器等リース料………7，216千円

☆廃止代替バス運行費補助金

　辱一………・一・・……三2，900干円

☆十藏町地域広域事務組合負撞金

　（里創プラン関連事業〉

　一…一一一匡………83，348モ円

☆電算委託料……………5，649千円

　　民　　生　　費

☆町社会橿祉協議会補助金

　…一…一一9一一10pO79千円

☆入駈搭置委託料………5，280千R

☆図昆健康保険基盤安定分繰出金

　…一………一奪一……i2ラ329千円

☆翻昆健康保険財政安窺化支援

　事業繰畠金…一一…43，395騒弓

☆老人短期保護委託料

　……一一一ゆ…一三3，n3千円

☆老人保護借置費……　三28，000千円

☆老人保健特溺会計繰串金

　一一・一一・一一30伊0王2千穆

☆老入ディサービス運営箏業委託料

　棄・………一督曹・“・一・一27ア200・千円

　　　衛　　生　　費

☆簡易水遵特甥会計繰出金

　…………一…幕一…・57｝028予円

☆直営診療所勘定繰出金

　一……一一塾…　17，867千鍔

☆成人病予紡事業委託料

　………一……・・9・一・16，玉57”｛の円

☆津南地域衛撫施設組合負握金

　…一・…一…・一一52p388千思

☆合群鎚理浄化槽設置整備事業

　補助金……………一・・14ラ450季円

　　農林水産業費

☆米需給奏定対策纐入補助金

　曳い……一◎………・……・ひ・4，700’刊考

☆拠い手公室lt運営補助金

　………一……・一一6，839千円

☆新潟米低コスト生産緊急対策

　事業補助金一一…・…31，700干円

☆町有林保育新槙委託料

　　　　　　一一一5ヲ8GO千円

☆松里簡水取水工事繰繊金

　　…一一一…・一◎6ラ350千円

☆町遵松鷺大荒群線改良工事

　一一一一一・……し30窒350千円

☆林遵、ヒ蝦池線舗装工事

　　　一一…一…・9－！3，420・｛鵜

☆須出地区森林窒聞整備』£事費

　須由美人林線醗設工事費

　脅一……………・………55シ？50千鶏

☆県営中山間地域総合整備事業

　負握金……一・………・62，145千円

☆県営松里かんぱい事業助成金

　　　一一一一・』40り600千1弓

☆担い夢支援事業負撞金儲還助成金

　…一一一…・一…49，03ま千円

☆集落道酉之藩中線整備工事費

　り…一…一一・騨・・一…70，500’千跨

☆農業施設等整備、1、事費

　　一一一一・・一59goO千円

　　　商　　工　　費

☆地方産業育成資金貸付金

　　…・………………・φ◆質6，000一千遡

☆地域　振興券交付金

　　　一……一……・…20ラ800千附

☆松之山温泉スキー場管理運営

　委託料9…・一…・一…・36，329千思

☆温泉センター管理運営委託料

　一・一◆一……脅………16質452千門

土木費1
☆県欝遵略整備壌業負撞金

　　　　　　　　　…玉2，000季Fl

☆地方特定遵跨整備事業負担金

　・・…………一一嘔………王5レ000千円

☆ふるさとづくり道跨事業負握金

　　・……一一・・……・・玉0｝GOO千Ili

☆下水遵事業特劉会計繰出金

　　　　　　　……146，936千円

☆克雲住宅普及促進事業補助金

　……一一・耳…・一9…5ア40Q』予円

☆時道松之出箭醗線改良工事費

　　　　・一…………15，220・予円

☆除雪委託料……………90，000千円

　　消　　防　　費

☆常備漉防費負撫金

　　　　　　　一……73室843千門

☆溝防建費負撞金………痴，82！千携

☆消防施設整備費負癩金

　…一一…一禽一一8す665運絹

　　　教　　育　　費

☆教育振興費…一・……・短，2廻千跨

☆出村留学事業費………3，695千醗

☆英語指導助訴設置事業費

　一……………・一一4レ597’千｛哨

☆いきいきスクールステップアップ

　運動推進事業費…………800・｛騨1

☆チャレンジ雛教育推進運動事業

　一…一…一・一…2ンユ60千卜q

☆浦編小スクールバス運転委託料

　ゆ………一一ヲ専一…・一3ラi20千鍔

☆スクールバス運谷委託料

　　東斑線一一一も…3，360粥

　　1甫田線……一一……・・2，420千円

☆公罠館費……・・………95，730千円

☆町民プーナレ運営費……2，065千円

☆保健体育振興費一・一3，365千円

☆民俗資料館運営費・・…生，662千鍔

☆購民捧鶯館運営費……5，329千円

☆時罠グランド運営費……575一嶺1…
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　　　　鱒　　　　寡

　　　　　　　鵜

国民健康保険特別会計
1瞬保事業勘定1

歳入
☆鼠昆健康保険税……一76，992千円

☆図康支出金一一……・95，243千轡

☆療養給付費交億金……焉，738千粥

☆県支鐵金一…………・一3GO千跨

☆共岡事業交付金………2，000千円

☆財産収入・一……一・ゆ・…3葺千需

☆繰入金…・一…・一…・・46p483予鍔

☆繰越金‘……・一……・・32779千穆

☆諸載入……φ一………………58千門

歳鐵
☆総務費……・…………・・5，5M千閂

☆保険給鱈費…一…一玉鍍，290千円

☆老人保健撫鐡金………8三，764千鍔

☆共岡事業拠繊金…・・…・2，322千円

☆保険事業費…一…・監…2，648・響弓

☆基金積立金・・一…一……3燈千轡

☆公債費・・一一…一一り・…200千円

☆諸支鵡金………一……911，125千鍔

☆予備費・・ゆ……一………5，7鍍千賜

【松之出診療漸勘定峯

歳入
☆診療駁入・一…一…忽5，661千轡

☆使爾料及び手数料…一・・300千滞

☆繰入金一一…………・287867予還

☆繰越金・・………一………500千ill

☆諸収入…一……一・…5，G70千轡

歳鐵
☆総務費一・…………・王58，27玉｛円

☆医療費・・…………一王02，270千円

☆施設整備費……………・一6至0干懲

☆公債費…一…辱……・…算，867季跨

☆諸支磁金一・………・・一一30千ifl

☆予備費一・・一・一一…・三2350華鰐

　　老人保健特別会計

歳入
☆支払基金交付金……392，篶8千勝

☆園庫笈串金・一……三王6，878千糊

☆県支戯金………・一・…29，219千円

☆繰入金・・………………要30，劔2千轡

☆繰越金一……一一…帰……2・鰹葦1

☆謡収入看一・り…一・・一…・…3季溝

歳鐵
☆総務費・・…・一一…・“…一792丁・鍔

☆隆療認費・一………567，476も円

☆諸支出金…・・……一・・…一3千隅

☆予備費…………・一・一一一1干円

簡易水道事業特別会計

歳入
☆秘驚料及び乎数料……66，000悸・縄

☆麟灘支韻金……………欝，魂oo千蹄

☆財産収入…一・……・・…・……35千賜

☆繰入金…一…・……脅…68象378千欝

☆繰越金…………………　2ラ184千円

☆諸収入……一……露…・・22，603千鰐

☆町鰻…・ψ…一ゆ……一8171GO千F3

歳斑
☆簡易水遵施設費一…207，890千滞

☆公債費……・・一………・50曇655千円

☆野備費一一…・一一塾・一王｝三55千鰐

　下水道事業特別会計

歳入
☆分握金及び負鑓金◎・一21，節0千円

☆使罵料及び手数料・・一・33，365干鍔

☆麟庫支繊金・・…一・一俸80，000千還

☆県支撫金…・一……一・一三，500千題

☆財産駁入・一……………・…5千円

☆繰入金一・…一…一i50，936千鍔

☆繰越金…………一…虫・憩重n8千円

☆諸収入・…一一…一一ひ3寮3艇千鍔

☆町債……一一……身…85ヲ900千円

歳綴
☆ぞ水道纂業費一・一3玉6，3塗2千円

☆公篠費…………・…會・…69，733畢鍔

☆多備費・亭・………一・・辱……20（1千円

　平成穏年度起債計画

一般会謝（349．8蒼万円〉

　過疎対策事業債

　幸臓町地域広域総合負摂金（璽翻プラン事業！…78再万鰐

林道上蝦漉線舗装事業一…・・……・……一・…憾藝獅1業1

　林遵須出美人称線雛設事業一……一……・…　8．4姦万鍔

　森赫空鵜総合整備事業・・…一…………・………33。3衝万糧

　農村総合整備事業・・一……・・……一……………23．3醤万糧

　闇体営土地改良調資設計事業・・…一…一……・5．4買万湧

　時道浦田松之山線改良事業………一…・一◆…・…15菖万円

　町道松之山葡田線改良事業・…・………9一・・…25ほ養万円

　溝防・跡災施設整備事業負撞金……・………・・8。6薦万円

　湯之轟簸易水遊施設整備事業一…・…………拳9，7繭万円

　県中出闘地域総合整備事業負撫金………藍一43．3藝ぎ万聡

5

特定環境篠全公共下水遵建設事業…………69．9頁万綿

一般公共事業横

町道松鶯大荒欝線改良事業…一‘…………・…㊧．8再湾

県中山聞地域総合整備事業負握金・…・・……9，5頁万円

臨購地方遂整備事業債

　県遊月池松代線整備事業負撞金一一……畷3．5百万円

　地域総合事業儀

　県遊松之雛濫泉線整備事業負担金一………一9葎万隅

簡易水遵事業特劉会讃（8簾、臓万円〉

　県中由闘地域総合整備箏業負挺金…一・一鐙．6蕎万轡

　松婁地区簡易水道施設整備事業……・・……・2G，3薔万輿

　湯之罵簡易水道施設整備事業……・一……・29．2蕎万Fヨ

下水道事業特劉会議（85．9蒼万円〉

　特定環境保全公興下水遊建設事業………一69。9蒋万円

　下水道債（特例搭置分）…・・一亭……ウ…・…・畦6蒼万窮

　　　　蓮　　　寡
　　　　　サ　　　　　御

　　総　　務　　費

☆集落総代報醐…………5，姐g千絹

☆溝耗晶費・・……………・鷺，654千窮

☆逓信運搬費…・・……・…5，100千円

☆機器等リース料………7，216千円

☆廃止代替バス運行費補助金

　辱一………・一・・……三2，900干円

☆十藏町地域広域事務組合負撞金

　（里創プラン関連事業〉

　一…一一一匡………83，348モ円

☆電算委託料……………5，649千円

　　民　　生　　費

☆町社会橿祉協議会補助金

　…一…一一9一一10pO79千円

☆入駈搭置委託料………5，280千R

☆図昆健康保険基盤安定分繰出金

　…一………一奪一……i2ラ329千円

☆翻昆健康保険財政安窺化支援

　事業繰畠金…一一…43，395騒弓

☆老人短期保護委託料

　……一一一ゆ…一三3，n3千円

☆老人保護借置費……　三28，000千円

☆老人保健特溺会計繰串金

　一一・一一・一一30伊0王2千穆

☆老入ディサービス運営箏業委託料

　棄・………一督曹・“・一・一27ア200・千円

　　　衛　　生　　費

☆簡易水遵特甥会計繰出金

　…………一…幕一…・57｝028予円

☆直営診療所勘定繰出金

　一……一一塾…　17，867千鍔

☆成人病予紡事業委託料

　………一……・・9・一・16，玉57”｛の円

☆津南地域衛撫施設組合負握金

　…一・…一…・一一52p388千思

☆合群鎚理浄化槽設置整備事業

　補助金……………一・・14ラ450季円

　　農林水産業費

☆米需給奏定対策纐入補助金

　曳い……一◎………・……・ひ・4，700’刊考

☆拠い手公室lt運営補助金

　………一……・一一6，839千円

☆新潟米低コスト生産緊急対策

　事業補助金一一…・…31，700干円

☆町有林保育新槙委託料

　　　　　　一一一5ヲ8GO千円

☆松里簡水取水工事繰繊金

　　…一一一…・一◎6ラ350千円

☆町遵松鷺大荒群線改良工事

　一一一一一・……し30窒350千円

☆林遵、ヒ蝦池線舗装工事

　　　一一…一…・9－！3，420・｛鵜

☆須出地区森林窒聞整備』£事費

　須由美人林線醗設工事費

　脅一……………・………55シ？50千鶏

☆県営中山間地域総合整備事業

　負握金……一・………・62，145千円

☆県営松里かんぱい事業助成金

　　　一一一一・』40り600千1弓

☆担い夢支援事業負撞金儲還助成金

　…一一一…・一…49，03ま千円

☆集落道酉之藩中線整備工事費

　り…一…一一・騨・・一…70，500’千跨

☆農業施設等整備、1、事費

　　一一一一・・一59goO千円

　　　商　　工　　費

☆地方産業育成資金貸付金

　　…・………………・φ◆質6，000一千遡

☆地域　振興券交付金

　　　一……一……・…20ラ800千附

☆松之山温泉スキー場管理運営

　委託料9…・一…・一…・36，329千思

☆温泉センター管理運営委託料

　一・一◆一……脅………16質452千門

土木費1
☆県欝遵略整備壌業負撞金

　　　　　　　　　…玉2，000季Fl

☆地方特定遵跨整備事業負担金

　・・…………一一嘔………王5レ000千円

☆ふるさとづくり道跨事業負握金

　　・……一一・・……・・玉0｝GOO千Ili

☆下水遵事業特劉会計繰出金

　　　　　　　……146，936千円

☆克雲住宅普及促進事業補助金

　……一一・耳…・一9…5ア40Q』予円

☆時道松之出箭醗線改良工事費

　　　　・一…………15，220・予円

☆除雪委託料……………90，000千円

　　消　　防　　費

☆常備漉防費負撫金

　　　　　　　一……73室843千門

☆溝防建費負撞金………痴，82！千携

☆消防施設整備費負癩金

　…一一…一禽一一8す665運絹

　　　教　　育　　費

☆教育振興費…一・……・短，2廻千跨

☆出村留学事業費………3，695千醗

☆英語指導助訴設置事業費

　一……………・一一4レ597’千｛哨

☆いきいきスクールステップアップ

　運動推進事業費…………800・｛騨1

☆チャレンジ雛教育推進運動事業

　一…一…一・一…2ンユ60千卜q

☆浦編小スクールバス運転委託料

　ゆ………一一ヲ専一…・一3ラi20千鍔

☆スクールバス運谷委託料

　　東斑線一一一も…3，360粥

　　1甫田線……一一……・・2，420千円

☆公罠館費……・・………95，730千円

☆町民プーナレ運営費……2，065千円

☆保健体育振興費一・一3，365千円

☆民俗資料館運営費・・…生，662千鍔

☆購民捧鶯館運営費……5，329千円

☆時罠グランド運営費……575一嶺1…
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新
任
の
先
生
方
紹
介

〔
教
職
鋸
軌

　
四
月
｝
9
付
で
教
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
町
内
の
小
・
中
学
校
で
合
わ
せ

て
十
三
入
の
先
生
方
が
新
し
く
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
先
生
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
　
）
は
前
任
校
で
す
．
《
敬
称
略
》

教
次
小

留
麟

之
蕊
柏

松
．
噸
鰯
藩

教
織
榮

劇
堺
㈹

之
雇
＋

松教
昇
小

翻
羅

浦
舞
上

松之山小学校教講
坂〔⊃　畠3

小千谷薦小千谷小

転
出
さ
れ
た
先
生
方

〔
松
之
山
小
〕
▽
L
越
市
立
南
奉
町

小
教
諭
・
戸
照
　
弘
▽
上
越
撫
立
園

府
小
教
諭
・
近
筍
紀
子

〔
松
里
小
）
▽
六
旧
町
立
北
贋
小
校

長
・
磯
中
蟻
夫
▽
新
井
市
立
新
井
中

爽
小
教
諭
・
金
子
薫
▽
柏
輪
市
立
比

角
小
教
諭
・
与
爲
暁
子

〔
浦
田
小
〕
▽
妙
轟
村
立
関
山
小
教

頭
・
外
立
信
治
▽
上
越
市
五
東
撫
町

小
教
諭
・
清
水
雅
之
▽
中
郷
村
立
吻

郷
小
教
諭
・
省
川
牧
子
▽
絹
茜
町
立

橘
小
奮
事
・
膏
柳
妙
畢

〔
松
之
山
中
｝
▽
安
塚
町
立
安
塚
中

校
長
・
井
繊
政
芳
▽
名
立
町
立
上
名

立
小
養
護
教
諭
・
嶋
欄
可
奈
子
▽
松

代
町
立
松
代
中
甕
奄
・
斎
木
文
雄

　
単
成
十
一
年
第
、
園
の
町
議
会
定

鯛
会
が
、
月
照
慣
か
ら
軒
二
購
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
．
平
成
十
年

度
補
配
予
算
や
条
例
の
一
部
故
薫
と

綱
定
、
平
成
十
｝
年
度
一
般
会
醗
と

縢
つ
の
特
劉
会
計
予
算
な
ど
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
．

　
初
欝
は
条
例
の
、
部
改
疏
∴
制
定

や
捕
蕉
予
騨
の
審
議
採
決
、
佐
藤
利

壌
町
長
の
平
成
十
一
年
慶
施
政
方
鋭

が
行
わ
れ
ま
し
た
．
ま
た
、
五
績
に

は
｝
般
質
周
が
行
わ
れ
、
「
介
護
保

険
法
に
つ
い
て
嘱
や
「
緊
縮
財
政
と

瓢
年
慶
予
算
に
つ
い
て
」
「
商
工
業

灘
の
今
後
に
つ
い
て
」
な
ど
七
議
貴

が
二
十
晒
項
目
に
つ
い
て
質
闘
し
ま

し
た
、

　
八
欝
か
・
予
算
審
奮
特
溺
委
貴
会

が
行
わ
れ
、
十
一
段
よ
り
本
会
議
が

開
か
れ
今
回
審
議
さ
れ
た
楽
初
予
算

な
ど
は
、
す
べ
て
。
漂
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
．

　
町
長
の
施
政
方
針
や
｝
般
質
問
な

ど
欝
し
い
内
容
は
、
「
議
会
だ
よ
り
㌫

で
紹
介
さ
れ
ま
す
ウ

　
補
孤
予
舞
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
†
補
疋

　
歳
入
歳
出
と
も
｝
、
千
…
繕
九
十
五

万
六
千
円
を
追
加
し
、
総
額
一
十
五

億
繭
千
、
、
瀬
八
十
九
万
鴛
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

鰯
氏
健
康
保
険
特
馴
会
讃
補
疏

　
箏
粟
勘
疋
の
歳
入
歳
出
と
も
、
．
、
爵

．
婦
一
セ
照
ガ
五
千
肖
を
追
煽
し
、
　
．
億

蔽
チ
八
爺
置
志
工
、
一
万
二
千
構
と
な
り

ま
し
た
。

　
診
療
所
勘
建
は
、
歳
入
歳
出
内
の

補
疋
で
総
額
に
は
変
更
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

簡
笏
水
道
藝
業
特
甥
会
謙
補
疋

　
歳
入
歳
出
と
も
八
藪
五
十
運
、
一
千

鍔
を
追
旅
し
、
総
額
。
億
九
、
鷺
九
十
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で
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の
人
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異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
轟
動
内
容
は

次
の
と
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で
す
、
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は
、
退
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音
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司
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松之山駐在所長が

替わりわりました

漸

巡査長
之
稲

松

人家族です。今後とも、よろし
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圏
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困
国
凹

　
「
マ
ナ
ー
脇
と
は
、
敏
会
的
な
親

範
み
た
い
な
も
の
で
す
が
、
基
本
的

に
は
鯛
々
人
の
気
遣
い
と
か
心
が
け

に
よ
り
成
立
す
る
も
の
で
す
、

　
東
憲
都
の
よ
う
な
大
都
欝
で
は
、

街
中
は
大
勢
の
人
が
費
き
交
う
公
共

酌
な
場
勝
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、

こ
の
マ
ナ
ー
と
い
う
も
の
が
、
お
鎌

い
が
気
持
ち
よ
く
生
瀟
す
る
上
で
、

搾
常
に
大
切
に
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
は
多
分
、
狭
い
場
勝
に
横
々

な
立
場
（
境
遇
）
の
人
が
た
く
さ
ん

銚
溝
し
て
い
る
か
ら
だ
と
愚
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
薯
醸
に
乗
る
と
き
は
、

贈
つ
て
い
る
方
に
賭
を
譲
つ
て
あ
げ

る
と
か
、
周
り
の
人
に
速
惑
と
な
る

よ
う
な
大
鐸
を
立
て
て
騒
い
だ
り
し

な
い
、
携
欝
電
毒
は
電
源
を
切
っ
て

お
く
な
ど
は
、
小
さ
い
こ
と
で
す
が

大
切
な
マ
ナ
ー
と
な
り
ま
す
、

　
ま
た
、
た
ば
こ
は
周
り
に
気
を
使

い
な
が
ら
級
う
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て

は
し
な
い
、
ト
イ
レ
を
汚
し
た
ら
片

づ
け
る
な
ど
は
、
轟
た
り
荊
の
こ
と

で
す
が
、
特
に
大
都
甫
で
窯
繕
す
る

入
に
と
っ
て
は
心
が
け
た
い
事
柄
で

す
．
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衡
巾
を
歩
い
て
い
る
と
、
よ
く
後

ろ
か
ら
「
チ
リ
ン
、
チ
ソ
／
』
と
撚

転
鞭
に
乗
っ
て
い
る
人
か
ら
ベ
ル
を

鳴
ら
さ
れ
濠
す
。
そ
こ
で
餓
が
つ
い

て
｝
｛
趨
を
あ
け
て
あ
げ
ま
す
が
、
離
方

だ
け
．
で
な
く
後
方
に
も
、
戴
を
使
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
感
じ
る
わ
け

で
す
．
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寧
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ベ
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鳴

ら
す
の
は
失
礼
だ
し
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で
、

私
は
ペ
ダ
ル
を
艦
鐡
し
し
て
無
づ
か

せ
て
あ
げ
て
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ま
す
、
』
と
、
あ
る

人
が
欝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な

お
亙
い
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心
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い
が
敏
会
を
よ
く
し
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い
く
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だ
な
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思
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た
．
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ん
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舞
に
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嫌
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の
だ
な
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感
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ま
し
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を
歩
い
て
い
る
と
、
よ
く
後

ろ
か
ら
「
チ
リ
ン
、
チ
ソ
／
』
と
撚

転
鞭
に
乗
っ
て
い
る
人
か
ら
ベ
ル
を

鳴
ら
さ
れ
濠
す
。
そ
こ
で
餓
が
つ
い

て
｝
｛
趨
を
あ
け
て
あ
げ
ま
す
が
、
離
方

だ
け
．
で
な
く
後
方
に
も
、
戴
を
使
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
感
じ
る
わ
け

で
す
．

　
「
後
ろ
か
ら
黛
転
寧
の
ベ
ル
を
鳴

ら
す
の
は
失
礼
だ
し
、
驚
く
の
で
、

私
は
ペ
ダ
ル
を
艦
鐡
し
し
て
無
づ
か

せ
て
あ
げ
て
い
ま
す
、
』
と
、
あ
る

人
が
欝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な

お
亙
い
の
心
遣
い
が
敏
会
を
よ
く
し

て
い
く
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
．

　
も
ち
ろ
ん
、
マ
ナ
ー
な
ん
て
舞
に

し
な
い
と
欝
う
人
も
中
に
は
い
ま
す

が
、
そ
う
い
う
人
は
周
り
か
ら
嫌
わ

れ
ま
す
し
、
カ
ッ
コ
悪
い
と
思
わ
れ

て
し
ま
い
豪
す
．

　
こ
れ
か
ら
松
之
山
町
に
も
、
今
ま

で
以
上
に
横
々
な
人
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
つ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
普

段
か
ら
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
毒
え
、
心

が
け
た
い
も
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
東
東
審
務
断
　
大
晃

フ
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松之山温泉スキー一場

スキーカーニバル

楽しいイベントがいっばい

　iわが家の人気者⑰

ゆうき

祐樹ちゃん登場

正子さん長男

　松口（保屋）

橿

　家ではギユーちゃん」と呼ばれ

ています。僕はヂお父さん、お母

さん邊と呼んでいます、

　好きな食べ物は、とうふと、の

り、チョコレートです。

　歌が好きでカセットテープを鐡

したり入れたりして聞いたり歌っ

たりしています．最近では「だん

ご3兄弟」の歌が気に入っていて

王β中聞いています。

【お母さんからの一書1

　思いやりがあって男らしい人に

なってほしい。一昔離の書葉です

が、わんばくでも良いから健康で

あってほしいと思います。

　　　　　　　　　　　一｝　　　　　　　　　一㎜　　　　　　㎜　㎜　　　　　｝㎜　　　　㎜一　　　㎜㎜㎜㎜
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晴天の中

，
辮

　
．
、
月
二
十
八
疑
に
松
之
山
潟
泉
ス

キ
；
場
に
お
い
て
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ

ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
灘
欝
は
、
飯
近
に
な
い
購
天
で
午

繭
十
時
過
ぎ
に
は
、
ス
キ
ー
場
駐
輩

場
も
い
っ
ぱ
い
に
な
る
な
ど
、
会
場

は
畢
く
も
観
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
、
会
場
は
、
第
一
リ
フ
ト
乗
り

場
横
の
広
場
に
つ
く
ら
れ
疋
爾
に
は

ス
テ
…
ジ
、
濁
翻
に
練
の
屡
倉
村
の

テ
ン
ト
が
連
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
オ
…
プ
ニ
ン
グ
に
は
、
地
元
の

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
D
グ
リ
ッ
プ
縣
の

皆
さ
ん
に
よ
る
歌
と
演
奏
が
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
次
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
た
く
さ
ん
の
景
鹸
が
綴
さ

れ
、
ち
び
っ
子
お
待
亡
か
ね
の
ピ
エ

獄
の
エ
リ
ち
ゃ
ん
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ

ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ウ
が
始
ま

り
ま
し
た
。
会
場
の
墜
供
た
ち
と
｝

緒
に
歌
を
歌
っ
た
後
、
細
長
い
風
船

、
穐

　
　
…
．
歎
蕊

鱈
懇
権
麟

　
　
　
　
餐

脱㌻
響

を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
動
物
や
花
を

作
り
ま
し
た
．

　
そ
の
後
も
、
彼
女
の
司
会
で

「
ビ
ー
ル
・
サ
イ
ダ
ー
畢
の
み
競

争
塙
が
行
わ
れ
、
ま
た
会
場
で
は
、
つ

き
た
て
の
お
も
ち
や
豚
汁
・
甘
瀬
が

無
料
で
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
る
な
ど
、
二

千
人
を
超
え
る
来
場
潔
は
、
シ
ー
ズ

ン
最
後
の
ス
キ
ー
場
を
思
う
存
分
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

第
二
回
雪
割
草
展
示
会

　
　
月
．
蚤
懸
よ
り
一
懸
閤
に
渡
り

麟
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
饗

翻
草
展
示
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
新
闘
な
ど
で
報
道
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
町
内
外
か
ら
八
薦
人
を
超
え

る
来
場
轡
が
あ
り
ま
し
た
。

　
霊
翻
蒙
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
積

器
地
帯
で
咲
く
花
の
中
で
は
単
咲
き

の
…
種
で
す
。
花
は
、
小
さ
く
可
憐

で
多
罫
藁
で
す
が
、
植
え
て
か
ら
花

を
付
け
る
ま
で
、
薙
以
上
か
か
り
、

手
入
れ
が
、
と
て
も
難
し
い
植
物
で

す
。　

「
難
翻
箪
の
会
扁
の
会
鍛
は
覗
筏

十
一
名
で
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に

欝
翻
革
の
艮
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　　　醗蔑、灘難簸

齢騨灘

第48回

安塚高等学校松之山分校

　　　卒　業　式霧
蟹

20人が巣立ちました。
蟻

　
．
、
一
月
、
．
一
臼
に
安
塚
腐
等
学
校
松
之

山
分
校
に
お
い
て
楽
業
式
が
行
わ
れ

卒
業
佐
工
十
名
が
漿
豆
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　
校
長
先
生
の
式
辞
の
中
で
「
こ
れ

か
ら
は
、
人
が
侮
を
し
て
く
れ
る
か

で
は
な
く
、
紙
会
に
何
を
な
す
べ
き

か
を
考
え
て
盤
き
て
ほ
し
い
一
と
い

う
お
需
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
、

　
ま
た
、
盗
徒
代
褒
の
箒
辞
で
は
、

「
さ
す
が
、
松
蕩
生
と
瓢
、
悶
わ
れ
る
よ

う
鷺
々
精
進
し
ま
す
。
松
、
尚
の
亭
業

生
で
あ
る
こ
と
が
私
た
ち
の
誇
り
で

す
。
恥
と
い
う
力
強
い
答
え
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
卒
業
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ

進
掌
、
就
職
へ
と
新
し
い
鷺
界
へ
進

ん
で
い
き
ま
す
。

町
内
小
学
校
卒
業
式

　
三
月
二
十
照
鷺
、
町
内
綴
、
つ
の
小

学
猛
で
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、

二
十
一
名
が
挙
業
し
ま
し
た
．

　
浦
闘
小
学
校
で
は
、
三
嶺
が
井
上

校
長
か
ら
摩
業
謹
霧
を
畢
渡
さ
れ
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ
六
年
問
の
患
い
出
や
、

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
認
り
ま
し
た
。

　
贈
る
欝
葉
で
は
、
在
校
坐
が
、
卒

業
生
と
の
思
い
出
を
一
人
｝
人
が
話

し
涙
の
お
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。
浦

欝
小
学
校
の
盤
徒
は
、
N
E
C
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
・
ア
！
ト
大
賞
で
、
、
年

連
続
入
賞
を
果
た
し
内
外
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
す

ば
ら
し
い
教
畜
を
浦
獺
小
学
校
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

松之山温泉スキー場

　モーグル大会

　ボーダー一クoス大会

　フェニックスアルペン大会

　サ0モン＆テーラー・メイド

　　　　　　　　NSTカツプ
礁

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
…
場
で
は
、
｝
、
一

月
中
に
照
回
の
ス
キ
ー
大
食
が
そ
れ

ぞ
れ
闘
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
脳
旧
に
闘
か
れ
た
モ
ー
グ
ル
大

会
は
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
黒
谷

選
手
が
優
勝
し
て
荷
私
に
な
っ
た
競

技
で
、
ゲ
レ
ン
ヂ
の
こ
ぶ
を
乗
り
こ

な
す
賜
に
。
一
園
ジ
ャ
ン
プ
し
て
技
を

競
う
レ
…
ス
で
す
。
ジ
ャ
ン
プ
し
た

後
す
ぐ
に
こ
ぶ
を
乗
り
こ
な
す
体
勢

に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
大

変
難
し
い
競
技
で
す
ゆ
蒙
た
、
　
．
十

｝
β
に
は
ボ
…
ダ
ー
ク
ロ
ス
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
．
こ
の
競
技
は
、

数
人
の
競
技
管
が
岡
時
に
ス
タ
ー
ト

し
て
順
位
を
塾
う
と
い
う
新
し
い
大

会
で
す
。
そ
の
億
に
も
、
サ
ロ
モ
ン

＆
テ
達
ラ
ー
メ
イ
ド
N
S
T
カ
ッ
プ

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
大
会
や
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
ア
ル
ペ
ン
大
会
な
ど
憤
例

と
な
っ
た
大
会
も
相
次
い
で
闘
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
見
て
も

楽
し
め
る
新
た
な
競
技
が
増
え
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
｝
度
ご

ら
ん
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
．
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外
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
す

ば
ら
し
い
教
畜
を
浦
獺
小
学
校
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

松之山温泉スキー場

　モーグル大会

　ボーダー一クoス大会

　フェニックスアルペン大会

　サ0モン＆テーラー・メイド

　　　　　　　　NSTカツプ
礁

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
…
場
で
は
、
｝
、
一

月
中
に
照
回
の
ス
キ
ー
大
食
が
そ
れ

ぞ
れ
闘
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
脳
旧
に
闘
か
れ
た
モ
ー
グ
ル
大

会
は
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
黒
谷

選
手
が
優
勝
し
て
荷
私
に
な
っ
た
競

技
で
、
ゲ
レ
ン
ヂ
の
こ
ぶ
を
乗
り
こ

な
す
賜
に
。
一
園
ジ
ャ
ン
プ
し
て
技
を

競
う
レ
…
ス
で
す
。
ジ
ャ
ン
プ
し
た

後
す
ぐ
に
こ
ぶ
を
乗
り
こ
な
す
体
勢

に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
大

変
難
し
い
競
技
で
す
ゆ
蒙
た
、
　
．
十

｝
β
に
は
ボ
…
ダ
ー
ク
ロ
ス
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
．
こ
の
競
技
は
、

数
人
の
競
技
管
が
岡
時
に
ス
タ
ー
ト

し
て
順
位
を
塾
う
と
い
う
新
し
い
大

会
で
す
。
そ
の
億
に
も
、
サ
ロ
モ
ン

＆
テ
達
ラ
ー
メ
イ
ド
N
S
T
カ
ッ
プ

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
大
会
や
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
ア
ル
ペ
ン
大
会
な
ど
憤
例

と
な
っ
た
大
会
も
相
次
い
で
闘
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
見
て
も

楽
し
め
る
新
た
な
競
技
が
増
え
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
｝
度
ご

ら
ん
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
．
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篇
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．
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萌
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ン

　
大
好
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大
学
が
今
年

も
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す
．
第
1
剛
は
、

入
学
式
と
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藤
時
長
の
講
譜
で
す
．
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期
縫
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木
）
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階
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蒋
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場
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挙

繭
の
護
の
ゆ
か
い
な
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聞
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
燭
　
順
子

新
・
花
の
ち
ぎ
り
絵
　
佐
藤
　
せ
つ

ふ
る
さ
と
の
伝
記
と
怪
談
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部
定
治

ふ
し
ぎ
な
か
ぎ
ば
あ
さ
ん
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介
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し
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入
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た
ー
」

～自由に欄姓を生かしてトライ1～

象

　
冬
季
糊
闇
館
し
て
い
ま
し
た
鍵
族

資
料
館
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
．
今
年

度
も
ご
利
絹
く
だ
さ
い
貸

▼
闘
館
繍
　
4
月
器
繕
ハ
鷺
）

▼
醐
館
時
薦
　
午
麟
曾
晴
～
箏
後
5

　
　
　
　
　
時
ま
で

▼
入
鯨
料
　
大
入
　
2
0
0
円

　
　
　
　
　
小
人
　
L
O
O
附

▼
休
餓
欝
　
稼
週
火
曜
欝

　
自
然
が
美
し
い
松
之
出
鰐
の
大
掃

除
を
し
ま
し
ょ
う
．
今
年
も
噴
み
ど

り
の
鷺
恥
に
輿
施
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
顯
い
し
ま
す
．

▼
期
鶏
　
4
月
2
9
旧
（
木
）
祝
嚴

▼
時
問
午
醗
7
時
～
午
前
8
時

▼
場
飯
　
町
内
憲
要
道
路
周
辺

・講座のご案内　　～自由に欄姓を懲

　　　喪　　　な　　　内　　　容 期　　　疑 薄

i購　　　　　　　　小学盤までの
毎月第2金曜撮夜
　　　　　　　　子を持つ親

・
薫
墾

供と一緒に楽しめる活動について学びます。

．膝以外にも得意な分野を㈱まεよう1…曽……『璽錘鍵司罫醸颪，

、女擾茸藻邪禰会颪みましょう満哨F鉦女　性
麗潔裟蚕鑑雷璽彗1．．『襯霧講糊量鴇盤醤

基麺爾羅　　　』漣一7葡亟1罠澱
慮野草をさり気な’く盗濡の中1三取ら天れます．　擁粥第ま火曝購舅町民…般

平成”隼度教

雌　　1松，

一畦一
　　i基i

　　　縫li

　　　楽

　　　工

　　1野

葦鷺1堂舞竣灘難
趨塾遡　捗ス璽董塵　陣細．蜘靱幼兜一般
！埋か塑鵬廼璽癒．．．．韮坐塾．繭民搬

教　室・講座名

現代おやじ学講座

成人実胴講座

女牲ネットワーク研修義

湯鳥大学

露然体験教蜜

パソコン教室

盗け花教室

朗読教室

エア資ビクス教室

少年野球教室

ジョギング教室

陶芸教室

紛

男女雇用

機会均等法

が変わりました

　
軍
成
烈
年
4
月
か
ら
改
蕉
錫
女
朧

矯
機
会
均
等
法
響
が
施
行
さ
れ
家
す
．

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
．

改
荘
男
女
雇
罵
機
会
均
等
法

　
墓
集
・
採
用
か
ら
定
葎
・
退
職
・

解
雇
に
溌
る
全
て
の
雇
用
管
理
の
ス

テ
…
ジ
に
お
い
て
女
性
ぼ
対
す
る
鐵

溺
が
禁
蹴
さ
れ
ま
す
．
こ
れ
に
よ
り
、

女
性
を
不
利
に
扱
う
こ
と
は
も
と
よ

り
、
女
惟
の
み
を
紺
激
と
し
た
り
女

性
を
優
遇
す
る
こ
と
も
禁
鑑
さ
れ
衷

す
。雇

罵
管
理
に
つ
い
て
、
チ
エ
ッ
ク
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

①
社
農
の
薮
集
に
あ
た
っ
て
〔
男
姓

　
の
み
幅
、
ま
た
は
「
女
轍
の
み
篇

　
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

②
女
姓
の
役
職
は
係
長
ま
で
と
し
て

　
い
ま
せ
ん
か
。

③
州
工
場
実
習
は
男
轍
の
愈
、
あ
る

　
い
は
　
「
接
遇
講
練
は
女
牲
の
み
幅

　
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
．

④
女
姓
に
対
し
て
、
結
婚
・
妊
娠
・

　
患
産
を
理
磁
と
す
る
退
職
綱
や
解

　
麗
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

⑤
セ
ク
ハ
ラ
の
防
丘
薄
策
を
講
じ
て

　
い
ま
す
か
、

改
正
労
働
基
準
法

　
女
姓
労
働
春
の
時
醐
外
・
休
鷺
労

働
、
深
夜
業
の
焼
翻
が
解
除
さ
れ
ま

す
が
、
蔓
女
共
通
の
縛
醐
外
労
働
の

醗
度
に
関
す
る
基
灘
と
鋲
に
、
女
姓

の
蒔
醐
外
労
働
の
規
綱
解
滴
に
締
う

激
変
緩
頼
措
置
が
瓢
し
又
さ
れ
ま
す
．

　
次
の
点
に
ご
涯
慧
く
だ
さ
い
．

⑦
女
性
保
縷
燦
建
の
解
嫡
に
伴
い
、

　
就
薬
規
剛
や
3
6
協
定
の
発
織
し

　
が
必
要
で
す
．

訂正とお詫び

　第37骨シルバーたより6ページ申段で天水酷小聾塚

撞治さんの文癖匿討蕉があり豪した。

　　　　　誤　　　　　　　　　董

　　翌牽七隼二月三環　　　　翌十七隼一鶏三β

　　バンドンの本体　　　　　バンドンの本隊

　　連帯塞部　　　　　　　　連隊本部

　　スンドワ勘　　　　　　スンバワ島

②
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
労
痩
聞

　
で
十
分
語
し
合
い
を
行
っ
て
く
だ

　
さ
い
．

③
女
性
に
新
た
に
時
闘
外
・
稼
欝
労

　
働
．
深
夜
業
に
従
箏
さ
せ
る
場
合

　
に
は
、
労
働
基
礁
法
等
の
規
定
を

　
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

④
今
ま
で
時
間
外
労
働
の
幾
綱
を
受

　
け
て
い
た
女
性
で
鷺
兜
や
介
護
を

　
行
う
女
性
の
う
亡
希
犠
煮
に
つ
い

　
て
は
隣
間
外
労
働
の
上
隈
が
年
間

　
1
5
0
時
問
を
超
え
て
は
な
り
豪

　
せ
ん
．

お
闘
い
合
せ

　
紙
潟
女
性
少
無
灘
ま
で

　
費
0
2
5
－
2
6
6
－
0
0
4
7

　奉人また1、1各位の皆様1にご迷惑をおかけしました。

誠にすみまぜんでした。

（粒〉季β晦地域シルバー人材センター

　　　事務局長　霞　村　猛

シリーズ広域広報⑬

東頸城
　ふるさと晃て渉記論

松之山町

　　大棟由美術博物館

　
松
議
．
ぬ
由
郵
便
局
溺
の
セ
掌
路
の
爾

に
そ
び
え
る
杉
磁
木
の
輿
に
大
棟
由

璽
衛
博
物
鍵
は
あ
り
ま
す
。
拝
成
、
兀

年
に
七
．
欝
響
近
い
歴
遜
を
持
つ
村
撫

蒙
、
．
、
靴
一
代
愚
E
轡
由
政
光
さ
ん
が
、

灘
宅
と
庭
園
を
博
物
館
に
し
た
も
の

で
す
，
，

　
博
物
館
の
名
称
は
、
　
。
セ
九
蹴
法

名
「
大
棟
院
政
徳
義
梁
罵
套
偏
か
ら
、

黒
十
欝
が
触
大
棟
撫
恥
と
自
筆
で
門

に
褐
額
し
た
も
の
に
ち
な
ん
だ
も
の

で
す
。

　
大
棟
山
美
術
鯨
の
見
ど
こ
ろ
は
、

村
山
家
の
歴
礎
、
伝
統
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
現
当
痘
の
叔
父
に
嶽
た
る

坂
鷺
愛
烈
、
の
貴
重
な
選
錨
や
、
書
爵
、

陶
芸
蕪
等
の
芸
術
韻
も
数
多
く
展
承

さ
れ
て
い
ま
す
．
代
表
的
な
揮
酷
は
、

絵
画
で
は
、
江
郷
後
期
の
谷
文
蝿
の

　
「
松
」
、
開
濤
初
頭
の
菊
池
容
斎
の

「
梅
偏
、
下
村
観
山
の
「
漁
樵
闘
答
恥

「
鷺
し
、
椿
貞
雄
の
「
夏
予
春
子
像
矯

が
季
節
に
応
じ
て
展
承
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
陶
蕪
贔
で
は
、
隣
図
明

輔
の
「
ガ
歴
灘
絵
の
壷
』
、
㈹
麗
欝

磁
の
水
瓶
酵
盗
朝
の
壷
、
俳
万
墨
・

九
谷
の
組
物
か
ら
鍋
勧
な
ど
の
鉢
等

が
展
氷
繍
の
大
部
分
を
霞
め
ま
す
。

　
建
物
は
、
侃
麿
汽
（
一
穏
庶
鷺
）

年
の
火
災
媛
の
も
の
で
、
ケ
ヤ
キ
の

．
枚
板
の
廊
下
、
釜
種
の
絡
天
井
や

襖
絵
の
憩
竃
、
鱒
階
段
や
鷺
り
瀬
濃

を
偲
ば
せ
る
茶
の
問
か
ら
広
い
．
願

烹
（
た
た
き
）
等
は
灘
隣
の
棄
農
の

纂
　
し
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、

　
ま
た
、
鐵
関
繭
に
湧
い
て
い
る
満

水
は
、
瀬
造
り
に
使
わ
れ
て
い
た

　「

庄
屡
の
、
構
水
“
で
、
の
ど
を
潤
し

体
に
沁
み
透
る
よ
う
で
す
．
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m
代
　
　
　
　
　
江
紺
　
紹
挙

繭
の
護
の
ゆ
か
い
な
仲
聞
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
燭
　
順
子

新
・
花
の
ち
ぎ
り
絵
　
佐
藤
　
せ
つ

ふ
る
さ
と
の
伝
記
と
怪
談

　
　
　
　
　
　
　
　
磯
部
定
治

ふ
し
ぎ
な
か
ぎ
ば
あ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
承
島
　
悠
介

薪
し
く
入
っ
た
ー
」

～自由に欄姓を生かしてトライ1～

象

　
冬
季
糊
闇
館
し
て
い
ま
し
た
鍵
族

資
料
館
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
．
今
年

度
も
ご
利
絹
く
だ
さ
い
貸

▼
闘
館
繍
　
4
月
器
繕
ハ
鷺
）

▼
醐
館
時
薦
　
午
麟
曾
晴
～
箏
後
5

　
　
　
　
　
時
ま
で

▼
入
鯨
料
　
大
入
　
2
0
0
円

　
　
　
　
　
小
人
　
L
O
O
附

▼
休
餓
欝
　
稼
週
火
曜
欝

　
自
然
が
美
し
い
松
之
出
鰐
の
大
掃

除
を
し
ま
し
ょ
う
．
今
年
も
噴
み
ど

り
の
鷺
恥
に
輿
施
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
顯
い
し
ま
す
．

▼
期
鶏
　
4
月
2
9
旧
（
木
）
祝
嚴

▼
時
問
午
醗
7
時
～
午
前
8
時

▼
場
飯
　
町
内
憲
要
道
路
周
辺

・講座のご案内　　～自由に欄姓を懲

　　　喪　　　な　　　内　　　容 期　　　疑 薄

i購　　　　　　　　小学盤までの
毎月第2金曜撮夜
　　　　　　　　子を持つ親

・
薫
墾

供と一緒に楽しめる活動について学びます。

．膝以外にも得意な分野を㈱まεよう1…曽……『璽錘鍵司罫醸颪，

、女擾茸藻邪禰会颪みましょう満哨F鉦女　性
麗潔裟蚕鑑雷璽彗1．．『襯霧講糊量鴇盤醤

基麺爾羅　　　』漣一7葡亟1罠澱
慮野草をさり気な’く盗濡の中1三取ら天れます．　擁粥第ま火曝購舅町民…般

平成”隼度教

雌　　1松，

一畦一
　　i基i

　　　縫li

　　　楽

　　　工

　　1野

葦鷺1堂舞竣灘難
趨塾遡　捗ス璽董塵　陣細．蜘靱幼兜一般
！埋か塑鵬廼璽癒．．．．韮坐塾．繭民搬

教　室・講座名

現代おやじ学講座

成人実胴講座

女牲ネットワーク研修義

湯鳥大学

露然体験教蜜

パソコン教室

盗け花教室

朗読教室

エア資ビクス教室

少年野球教室

ジョギング教室

陶芸教室

紛

男女雇用

機会均等法

が変わりました

　
軍
成
烈
年
4
月
か
ら
改
蕉
錫
女
朧

矯
機
会
均
等
法
響
が
施
行
さ
れ
家
す
．

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
．

改
荘
男
女
雇
罵
機
会
均
等
法

　
墓
集
・
採
用
か
ら
定
葎
・
退
職
・

解
雇
に
溌
る
全
て
の
雇
用
管
理
の
ス

テ
…
ジ
に
お
い
て
女
性
ぼ
対
す
る
鐵

溺
が
禁
蹴
さ
れ
ま
す
．
こ
れ
に
よ
り
、

女
性
を
不
利
に
扱
う
こ
と
は
も
と
よ

り
、
女
惟
の
み
を
紺
激
と
し
た
り
女

性
を
優
遇
す
る
こ
と
も
禁
鑑
さ
れ
衷

す
。雇

罵
管
理
に
つ
い
て
、
チ
エ
ッ
ク
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

①
社
農
の
薮
集
に
あ
た
っ
て
〔
男
姓

　
の
み
幅
、
ま
た
は
「
女
轍
の
み
篇

　
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

②
女
姓
の
役
職
は
係
長
ま
で
と
し
て

　
い
ま
せ
ん
か
。

③
州
工
場
実
習
は
男
轍
の
愈
、
あ
る

　
い
は
　
「
接
遇
講
練
は
女
牲
の
み
幅

　
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
．

④
女
姓
に
対
し
て
、
結
婚
・
妊
娠
・

　
患
産
を
理
磁
と
す
る
退
職
綱
や
解

　
麗
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

⑤
セ
ク
ハ
ラ
の
防
丘
薄
策
を
講
じ
て

　
い
ま
す
か
、

改
正
労
働
基
準
法

　
女
姓
労
働
春
の
時
醐
外
・
休
鷺
労

働
、
深
夜
業
の
焼
翻
が
解
除
さ
れ
ま

す
が
、
蔓
女
共
通
の
縛
醐
外
労
働
の

醗
度
に
関
す
る
基
灘
と
鋲
に
、
女
姓

の
蒔
醐
外
労
働
の
規
綱
解
滴
に
締
う

激
変
緩
頼
措
置
が
瓢
し
又
さ
れ
ま
す
．

　
次
の
点
に
ご
涯
慧
く
だ
さ
い
．

⑦
女
性
保
縷
燦
建
の
解
嫡
に
伴
い
、

　
就
薬
規
剛
や
3
6
協
定
の
発
織
し

　
が
必
要
で
す
．

訂正とお詫び

　第37骨シルバーたより6ページ申段で天水酷小聾塚

撞治さんの文癖匿討蕉があり豪した。

　　　　　誤　　　　　　　　　董

　　翌牽七隼二月三環　　　　翌十七隼一鶏三β

　　バンドンの本体　　　　　バンドンの本隊

　　連帯塞部　　　　　　　　連隊本部

　　スンドワ勘　　　　　　スンバワ島

②
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
労
痩
聞

　
で
十
分
語
し
合
い
を
行
っ
て
く
だ

　
さ
い
．

③
女
性
に
新
た
に
時
闘
外
・
稼
欝
労

　
働
．
深
夜
業
に
従
箏
さ
せ
る
場
合

　
に
は
、
労
働
基
礁
法
等
の
規
定
を

　
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

④
今
ま
で
時
間
外
労
働
の
幾
綱
を
受

　
け
て
い
た
女
性
で
鷺
兜
や
介
護
を

　
行
う
女
性
の
う
亡
希
犠
煮
に
つ
い

　
て
は
隣
間
外
労
働
の
上
隈
が
年
間

　
1
5
0
時
問
を
超
え
て
は
な
り
豪

　
せ
ん
．

お
闘
い
合
せ

　
紙
潟
女
性
少
無
灘
ま
で

　
費
0
2
5
－
2
6
6
－
0
0
4
7

　奉人また1、1各位の皆様1にご迷惑をおかけしました。

誠にすみまぜんでした。

（粒〉季β晦地域シルバー人材センター

　　　事務局長　霞　村　猛

シリーズ広域広報⑬

東頸城
　ふるさと晃て渉記論

松之山町

　　大棟由美術博物館

　
松
議
．
ぬ
由
郵
便
局
溺
の
セ
掌
路
の
爾

に
そ
び
え
る
杉
磁
木
の
輿
に
大
棟
由

璽
衛
博
物
鍵
は
あ
り
ま
す
。
拝
成
、
兀

年
に
七
．
欝
響
近
い
歴
遜
を
持
つ
村
撫

蒙
、
．
、
靴
一
代
愚
E
轡
由
政
光
さ
ん
が
、

灘
宅
と
庭
園
を
博
物
館
に
し
た
も
の

で
す
，
，

　
博
物
館
の
名
称
は
、
　
。
セ
九
蹴
法

名
「
大
棟
院
政
徳
義
梁
罵
套
偏
か
ら
、

黒
十
欝
が
触
大
棟
撫
恥
と
自
筆
で
門

に
褐
額
し
た
も
の
に
ち
な
ん
だ
も
の

で
す
。

　
大
棟
山
美
術
鯨
の
見
ど
こ
ろ
は
、

村
山
家
の
歴
礎
、
伝
統
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
現
当
痘
の
叔
父
に
嶽
た
る

坂
鷺
愛
烈
、
の
貴
重
な
選
錨
や
、
書
爵
、

陶
芸
蕪
等
の
芸
術
韻
も
数
多
く
展
承

さ
れ
て
い
ま
す
．
代
表
的
な
揮
酷
は
、

絵
画
で
は
、
江
郷
後
期
の
谷
文
蝿
の

　
「
松
」
、
開
濤
初
頭
の
菊
池
容
斎
の

「
梅
偏
、
下
村
観
山
の
「
漁
樵
闘
答
恥

「
鷺
し
、
椿
貞
雄
の
「
夏
予
春
子
像
矯

が
季
節
に
応
じ
て
展
承
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
陶
蕪
贔
で
は
、
隣
図
明

輔
の
「
ガ
歴
灘
絵
の
壷
』
、
㈹
麗
欝

磁
の
水
瓶
酵
盗
朝
の
壷
、
俳
万
墨
・

九
谷
の
組
物
か
ら
鍋
勧
な
ど
の
鉢
等

が
展
氷
繍
の
大
部
分
を
霞
め
ま
す
。

　
建
物
は
、
侃
麿
汽
（
一
穏
庶
鷺
）

年
の
火
災
媛
の
も
の
で
、
ケ
ヤ
キ
の

．
枚
板
の
廊
下
、
釜
種
の
絡
天
井
や

襖
絵
の
憩
竃
、
鱒
階
段
や
鷺
り
瀬
濃

を
偲
ば
せ
る
茶
の
問
か
ら
広
い
．
願

烹
（
た
た
き
）
等
は
灘
隣
の
棄
農
の

纂
　
し
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、

　
ま
た
、
鐵
関
繭
に
湧
い
て
い
る
満

水
は
、
瀬
造
り
に
使
わ
れ
て
い
た

　「

庄
屡
の
、
構
水
“
で
、
の
ど
を
潤
し

体
に
沁
み
透
る
よ
う
で
す
．



1
①
o
り
㊤
ー

お知らせ

松忽！蒲役場費6－3撒

　
　
　
　
　
　
も

4
月
－
β
カ
ら

幼
児
医
療
助
成
制
度
が

　
拡
充
さ
れ
ま
し
た

　
助
成
対
象
期
問
が
小
学
校
就
学
簡

3
月
末
ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。　

幼
兇
医
療
助
成
に
つ
い
て
は
、
幼

兜
が
入
院
し
た
場
合
に
つ
い
て
の
み

助
成
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
幼
児

の
保
護
奢
の
所
得
に
鰯
隈
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
澄
意
く
だ
さ
い
。

手
続
に
必
要
な
物

①
健
康
保
険
証

②
印
カ
ン

手
続
の
場
所

　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内

　
　
保
健
橿
祉
諜
衛
坐
幅
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
む
6
－
3
7
0
5

松
之
山
町
観
光
宣
伝
用

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を

　
無
料
で
貸
し
ま
す

　
町
商
工
会
で
は
、
観
光
地
松
之
山

の
美
し
い
闘
季
や
、
温
泉
施
設
、
私

所
類
跡
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
特
産
騒

等
を
収
録
し
た
ビ
デ
オ
テ
…
プ
を
綱

作
し
ま
し
た
。

　
希
望
煮
に
は
、
無
料
で
袋
し
嵩
し

し
ま
す
の
で
、
お
串
し
込
み
く
だ
さ

い
。お

問
い
合
せ

　
松
之
山
晦
簡
工
会

　
　
　
　
　
　
　
鶯
6
－
2
1
7
4

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

　
　
　
ご
存
じ
で
す
か

晃
童
扶
養
手
当

　
離
婚
な
ど
で
、
父
と
盤
講
を
別
に

し
て
い
る
兜
童
を
育
て
て
い
る
母
な

ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
准
る
兇
童

　
⑱
歳
到
達
後
の
巖
初
の
3
月
31
呂

ま
で
の
間
に
あ
り
く
障
審
児
に
つ
い

て
は
2
0
歳
未
満
）
、
次
に
該
滋
す
る

兇
童

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童
・
父
が
死

　
亡
し
た
兜
童

②
父
が
重
度
の
障
轡
轡
で
あ
る
兜
童

③
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
盤
し
た
児

新潟県の最低賃金

チェックよし

　今年もクリアー最低賃金

籍潟県最低賃金

欝　　　額 5004円

時　問　額 626円
効力発生段 10年9月30段

　新潟県簸低賃金は、県内事業を営む全て

の使期麿及びその事業場で働く全ての労

働者（臨時、パート、アルバイト等を含

む）に適胴されます。

　この機会に、最低賃金をご確認ください。

詳しくは、新潟労働基準局賃金諜

　　　懸025－266－4165
または簸寄りの労働基準監督署まで

　
童
な
ど

（
支
給
要
件
に
該
滋
し
て
か
ら
5
辮

を
す
ぎ
て
も
手
続
を
行
わ
な
い
と
、

手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
）

特
別
児
童
扶
養
手
妾

　
心
身
に
重
度
ま
た
は
中
度
の
障
審

の
あ
る
2
0
歳
未
満
の
兇
童
を
育
て
て

い
る
父
母
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
児
童

①
目
や
算
な
ど
身
体
の
不
自
磁
な
兇

　
童

②
欝
常
の
甕
括
を
鰯
限
さ
れ
る
稔
度

　
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
児
童

③
知
的
発
達
に
障
霧
の
あ
る
照
童

お
聞
い
合
せ

　
総
務
諜
往
民
係

　
徹
6
－
3
1
3
1
（
内
線
鍛
）

つ
つ
が
虫
病
に

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
農
作
業
や
、
山
菜
取
り
な
ど
の
際

は
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
朝
さ
れ
な
い
よ

う
に
淀
慧
し
ま
し
ょ
う
．

①
醗
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
衣
類
を
葦
む
ら
に
置
い
た
り
、
薫

　
む
ら
で
休
息
や
馬
便
を
し
な
い
。

③
防
滋
ス
プ
レ
…
等
を
使
用
す
る
。

な
ど
の
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
山
林
や
草
地
に
入
っ
て
か

ら
数
繕
後
に
嵩
熱
が
患
た
と
き
に
は
、

撃
め
に
医
麟
の
診
察
を
受
け
て
下
さ

い
。

住
民
異
動
届

蓮
転
免
許
証
な
ど
で

本
人
確
認
を
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
、
転
串
・
転
入
な
ど
の

煽
繊
を
す
る
際
窓
鷺
（
催
民
係
）

で
は
皆
さ
ん
が
記
入
し
た
硝
講
書
と

縄
き
取
り
に
よ
り
、
麗
患
人
や
記
載

事
項
が
適
蕉
か
ど
う
か
確
認
し
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
勉
帯
町
村
で
は
、
不
疋
な

麟
綴
に
よ
り
勉
人
の
住
漸
を
勝
手
に

動
か
し
て
詳
欺
行
為
を
行
う
事
件
が

趨
き
て
い
ま
す
．

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
箏
件
を
防
ぎ

皆
さ
ん
の
権
利
や
財
産
を
守
る
た
め

に
、
億
民
異
動
属
（
転
入
・
転
出
・

転
繕
の
罵
け
出
）
を
行
う
際
、
属
け

出
た
人
が
奉
人
か
ど
う
か
の
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

身
分
を
証
明
す
る
も
の

　
①
運
転
免
諮
証

　
②
健
康
保
険
証

　
③
葎
金
手
鑛
・
証
書

　
④
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
の
で
き
る
だ
け
顔
塚
翼
の
貼
っ

て
あ
る
も
の
を
提
示
し
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

　
総
務
繰
往
民
係

　
費
6
－
3
1
3
1
（
内
線
鍛
）

12

ご
存
じ
で
す
か

　
　
検
察
審
査
会

　
交
通
事
故
、
サ
ギ
な
ど
の
被
霧
に

あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
の

に
、
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
（
こ
れ
を
不
起
訴
処
分
と
い

い
ま
す
。
）
の
は
ど
う
も
納
得
で
き

な
い
。
こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方

は
篇
照
検
察
審
蛮
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
串
し
立
て
に
は
費
用
は
い
っ
さ
い

か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
秘
密
は
圃

く
守
ら
れ
ま
す
。

お
聞
い
含
せ

　
上
越
衛
大
手
町
1
－
2
6

　
新
潟
地
方
裁
判
漸
轟
岡
支
部
内

　
　
嵩
照
検
察
審
奮
会
事
務
周

　
脅
0
2
5
5
－
2
4
－
5
1
6
0

年
金
額
が
四
月
か
ら

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
圏
民
年
金
の
葎
金
額
は
、
実
質
的

な
緬
値
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
荊

隼
の
全
園
滴
費
脅
物
価
指
数
の
変
動

率
に
あ
わ
せ
て
、
窃
動
的
に
改
建
さ

れ
ま
す
。
（
完
全
霞
動
物
価
ス
ラ
イ

ド
鰯
）

　
平
成
U
年
度
の
年
金
額
は
、
平
成

憩
隼
度
の
全
國
滴
費
奢
物
価
指
数
が

箭
年
に
此
べ
0
・
6
％
の
上
昇
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
表
の
と
お
り

改
建
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
U
年
4
月
分
か
ら
改
定
さ
れ
、

6
月
の
定
期
支
払
分
か
ら
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

国
屍
年
金
の
保
険
料
が

　
　
　
据
灘
に
な
η
ま
し
た

　
環
控
の
社
会
構
勢
な
ど
か
ら
、
平

成
U
黛
度
の
保
険
料
額
は
、
平
成
扮

無
度
と
同
額
の

月
額
1
万
3
3
0
0
円
に
掘
置
に
な

り
ま
し
た
。

　
付
撫
保
険
料
も
今
ま
で
と
綱
額
の

4
0
0
円
で
す
。

国
鋭
健
康
保
険
の

手
続
き
は
お
早
め
に

　
出
稼
ぎ
か
ら
お
帰
り
に
な
ら
れ
た

皆
さ
ん
、
ご
蕃
労
様
で
し
た
。

　
出
稼
ぎ
で
各
種
保
験
に
撫
入
さ
れ

て
い
た
方
は
、
事
業
所
が
発
行
す
る

離
脱
証
明
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
役

場
で
蜷
民
健
康
保
険
の
加
入
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
㊥
の
保
険
証
で
出
稼
ぎ
さ

れ
た
方
は
、
役
場
へ
至
急
お
退
し
く

だ
さ
い
。

　
隊
療
機
醐
で
診
療
を
受
け
る
時
は
、

月
一
圃
必
ず
保
険
談
を
見
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
険
証
が
新
し

く
な
っ
た
ら
、
曙
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
獅
し
い
保
険
証
が
お
離
元

に
届
か
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
留
を

鷹
療
機
関
に
串
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
の
切
り
替
え
が
遅
れ
た
り
、

保
険
証
を
蹉
療
機
関
へ
提
示
し
な

か
っ
た
場
舎
は
、
緩
療
費
が
金
額
自

巳
負
撞
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
ご
漉
意
く
だ
さ
い
。

お
闘
い
合
せ

　
役
場
総
務
謙
住
践
係

　
費
6
！
3
王
3
玉
く
内
線
27
）

地
域
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
推
進
団
体
の
募
集

　
津
繭
地
域
衛
懲
施
設
組
合
で
は
、

地
域
の
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
集
鑓
囲

収
を
行
う
麟
体
を
募
集
し
ま
す
。

　
地
域
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
照
体
に
対

し
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
舐
目
の

回
収
実
績
に
応
じ
、
奨
励
金
を
支
給

し
ま
す
。

応
募
資
格

①
集
落
や
地
区
等
の
広
範
協
な
地
域
、

　
の
リ
サ
イ
ク
ル
鮒
象
赫
目
を
闘
収

　
す
る
闇
体
で
あ
る
こ
と
。

②
回
収
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
轟
目

　
を
津
南
地
域
衛
生
施
設
総
奮
ま
で

　
薩
接
搬
入
で
き
る
こ
と
。

登
録
受
付
期
闘

　
4
月
三
日
～
4
月
3
0
日
ま
で

　
侭
し
、
以
降
も
随
時
受
付
け
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
鐵

①
古
紙

（
ダ
ン
ボ
…
ル
、
新
聞
、
チ
ラ
シ
）

②
ス
チ
ー
ル
衡

③
ア
ル
ミ
無

》
サ
イ
ク
ル
奨
励
金

　
1
㎏
当
た
り
4
円

お
間
い
合
せ

　
保
健
橿
靴
諜
衛
盤
禰
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
費
6
－
3
7
0
5

補
聴
器
相
談
会

　
　
キ
コ
エ
補
聴
器

β
時
　
5
月
2
5
臼
（
火
）

　
　
　
午
前
鎗
時
よ
り
n
時
30
分

場
所
　
松
之
由
町
保
健
セ
ン
タ
篭

訂
正
と
お
詫
び

　
3
月
弩
で
「
嵩
橋
李
句
く
ん
偏
の

名
賄
が
季
旬
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

　　　　　　　　生ゴミ減量化のために

町癒隊、尋月ま段よ翰盤ゴミの減量化、堆肥化を進めるために、コンポス

トや電動銭盤1ゴ1ミ廼理機巻購入しだ場合に助成魏ます。

事業種目 事業内容 事業叢体 補助率

コンぷス総

容量ま70㌶乗満
欄　　太

事業勝

購入額の2分の工以肉

又は3，500鵬噛

容郵70蹴以上
燧　　人

事業漸

購入額の2分の1以内

又は4，50爾以内

電動銭

難趣艇理機

家　庭　絹 欄　　人
購入額の2分の1駐納

又は50，00鯛以内

盤養晶販売業及び

飲鯉瀬の事業醐

事業漸 購入額の2分の1以内

又は玉00，000醗納

帯講嘘る場漸

保健センター

　　　衛盗橿祉係　慰6－3705

申蒲に必要な物

⑳領収書

②鷲㈱ン

β



1
①
o
り
㊤
ー

お知らせ

松忽！蒲役場費6－3撒

　
　
　
　
　
　
も

4
月
－
β
カ
ら

幼
児
医
療
助
成
制
度
が

　
拡
充
さ
れ
ま
し
た

　
助
成
対
象
期
問
が
小
学
校
就
学
簡

3
月
末
ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。　

幼
兇
医
療
助
成
に
つ
い
て
は
、
幼

兜
が
入
院
し
た
場
合
に
つ
い
て
の
み

助
成
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
幼
児

の
保
護
奢
の
所
得
に
鰯
隈
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
澄
意
く
だ
さ
い
。

手
続
に
必
要
な
物

①
健
康
保
険
証

②
印
カ
ン

手
続
の
場
所

　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内

　
　
保
健
橿
祉
諜
衛
坐
幅
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
む
6
－
3
7
0
5

松
之
山
町
観
光
宣
伝
用

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を

　
無
料
で
貸
し
ま
す

　
町
商
工
会
で
は
、
観
光
地
松
之
山

の
美
し
い
闘
季
や
、
温
泉
施
設
、
私

所
類
跡
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
特
産
騒

等
を
収
録
し
た
ビ
デ
オ
テ
…
プ
を
綱

作
し
ま
し
た
。

　
希
望
煮
に
は
、
無
料
で
袋
し
嵩
し

し
ま
す
の
で
、
お
串
し
込
み
く
だ
さ

い
。お

問
い
合
せ

　
松
之
山
晦
簡
工
会

　
　
　
　
　
　
　
鶯
6
－
2
1
7
4

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

　
　
　
ご
存
じ
で
す
か

晃
童
扶
養
手
当

　
離
婚
な
ど
で
、
父
と
盤
講
を
別
に

し
て
い
る
兜
童
を
育
て
て
い
る
母
な

ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
准
る
兇
童

　
⑱
歳
到
達
後
の
巖
初
の
3
月
31
呂

ま
で
の
間
に
あ
り
く
障
審
児
に
つ
い

て
は
2
0
歳
未
満
）
、
次
に
該
滋
す
る

兇
童

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童
・
父
が
死

　
亡
し
た
兜
童

②
父
が
重
度
の
障
轡
轡
で
あ
る
兜
童

③
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
盤
し
た
児

新潟県の最低賃金

チェックよし

　今年もクリアー最低賃金

籍潟県最低賃金

欝　　　額 5004円

時　問　額 626円
効力発生段 10年9月30段

　新潟県簸低賃金は、県内事業を営む全て

の使期麿及びその事業場で働く全ての労

働者（臨時、パート、アルバイト等を含

む）に適胴されます。

　この機会に、最低賃金をご確認ください。

詳しくは、新潟労働基準局賃金諜

　　　懸025－266－4165
または簸寄りの労働基準監督署まで

　
童
な
ど

（
支
給
要
件
に
該
滋
し
て
か
ら
5
辮

を
す
ぎ
て
も
手
続
を
行
わ
な
い
と
、

手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
）

特
別
児
童
扶
養
手
妾

　
心
身
に
重
度
ま
た
は
中
度
の
障
審

の
あ
る
2
0
歳
未
満
の
兇
童
を
育
て
て

い
る
父
母
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
児
童

①
目
や
算
な
ど
身
体
の
不
自
磁
な
兇

　
童

②
欝
常
の
甕
括
を
鰯
限
さ
れ
る
稔
度

　
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
児
童

③
知
的
発
達
に
障
霧
の
あ
る
照
童

お
聞
い
合
せ

　
総
務
諜
往
民
係

　
徹
6
－
3
1
3
1
（
内
線
鍛
）

つ
つ
が
虫
病
に

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
農
作
業
や
、
山
菜
取
り
な
ど
の
際

は
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
朝
さ
れ
な
い
よ

う
に
淀
慧
し
ま
し
ょ
う
．

①
醗
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
衣
類
を
葦
む
ら
に
置
い
た
り
、
薫

　
む
ら
で
休
息
や
馬
便
を
し
な
い
。

③
防
滋
ス
プ
レ
…
等
を
使
用
す
る
。

な
ど
の
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
山
林
や
草
地
に
入
っ
て
か

ら
数
繕
後
に
嵩
熱
が
患
た
と
き
に
は
、

撃
め
に
医
麟
の
診
察
を
受
け
て
下
さ

い
。

住
民
異
動
届

蓮
転
免
許
証
な
ど
で

本
人
確
認
を
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
、
転
串
・
転
入
な
ど
の

煽
繊
を
す
る
際
窓
鷺
（
催
民
係
）

で
は
皆
さ
ん
が
記
入
し
た
硝
講
書
と

縄
き
取
り
に
よ
り
、
麗
患
人
や
記
載

事
項
が
適
蕉
か
ど
う
か
確
認
し
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
勉
帯
町
村
で
は
、
不
疋
な

麟
綴
に
よ
り
勉
人
の
住
漸
を
勝
手
に

動
か
し
て
詳
欺
行
為
を
行
う
事
件
が

趨
き
て
い
ま
す
．

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
箏
件
を
防
ぎ

皆
さ
ん
の
権
利
や
財
産
を
守
る
た
め

に
、
億
民
異
動
属
（
転
入
・
転
出
・

転
繕
の
罵
け
出
）
を
行
う
際
、
属
け

出
た
人
が
奉
人
か
ど
う
か
の
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

身
分
を
証
明
す
る
も
の

　
①
運
転
免
諮
証

　
②
健
康
保
険
証

　
③
葎
金
手
鑛
・
証
書

　
④
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
の
で
き
る
だ
け
顔
塚
翼
の
貼
っ

て
あ
る
も
の
を
提
示
し
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

　
総
務
繰
往
民
係

　
費
6
－
3
1
3
1
（
内
線
鍛
）

12

ご
存
じ
で
す
か

　
　
検
察
審
査
会

　
交
通
事
故
、
サ
ギ
な
ど
の
被
霧
に

あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
の

に
、
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
（
こ
れ
を
不
起
訴
処
分
と
い

い
ま
す
。
）
の
は
ど
う
も
納
得
で
き

な
い
。
こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方

は
篇
照
検
察
審
蛮
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
串
し
立
て
に
は
費
用
は
い
っ
さ
い

か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
秘
密
は
圃

く
守
ら
れ
ま
す
。

お
聞
い
含
せ

　
上
越
衛
大
手
町
1
－
2
6

　
新
潟
地
方
裁
判
漸
轟
岡
支
部
内

　
　
嵩
照
検
察
審
奮
会
事
務
周

　
脅
0
2
5
5
－
2
4
－
5
1
6
0

年
金
額
が
四
月
か
ら

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
圏
民
年
金
の
葎
金
額
は
、
実
質
的

な
緬
値
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
荊

隼
の
全
園
滴
費
脅
物
価
指
数
の
変
動

率
に
あ
わ
せ
て
、
窃
動
的
に
改
建
さ

れ
ま
す
。
（
完
全
霞
動
物
価
ス
ラ
イ

ド
鰯
）

　
平
成
U
年
度
の
年
金
額
は
、
平
成

憩
隼
度
の
全
國
滴
費
奢
物
価
指
数
が

箭
年
に
此
べ
0
・
6
％
の
上
昇
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
表
の
と
お
り

改
建
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
U
年
4
月
分
か
ら
改
定
さ
れ
、

6
月
の
定
期
支
払
分
か
ら
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

国
屍
年
金
の
保
険
料
が

　
　
　
据
灘
に
な
η
ま
し
た

　
環
控
の
社
会
構
勢
な
ど
か
ら
、
平

成
U
黛
度
の
保
険
料
額
は
、
平
成
扮

無
度
と
同
額
の

月
額
1
万
3
3
0
0
円
に
掘
置
に
な

り
ま
し
た
。

　
付
撫
保
険
料
も
今
ま
で
と
綱
額
の

4
0
0
円
で
す
。

国
鋭
健
康
保
険
の

手
続
き
は
お
早
め
に

　
出
稼
ぎ
か
ら
お
帰
り
に
な
ら
れ
た

皆
さ
ん
、
ご
蕃
労
様
で
し
た
。

　
出
稼
ぎ
で
各
種
保
験
に
撫
入
さ
れ

て
い
た
方
は
、
事
業
所
が
発
行
す
る

離
脱
証
明
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
役

場
で
蜷
民
健
康
保
険
の
加
入
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
㊥
の
保
険
証
で
出
稼
ぎ
さ

れ
た
方
は
、
役
場
へ
至
急
お
退
し
く

だ
さ
い
。

　
隊
療
機
醐
で
診
療
を
受
け
る
時
は
、

月
一
圃
必
ず
保
険
談
を
見
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
険
証
が
新
し

く
な
っ
た
ら
、
曙
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
獅
し
い
保
険
証
が
お
離
元

に
届
か
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
留
を

鷹
療
機
関
に
串
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
の
切
り
替
え
が
遅
れ
た
り
、

保
険
証
を
蹉
療
機
関
へ
提
示
し
な

か
っ
た
場
舎
は
、
緩
療
費
が
金
額
自

巳
負
撞
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
ご
漉
意
く
だ
さ
い
。

お
闘
い
合
せ

　
役
場
総
務
謙
住
践
係

　
費
6
！
3
王
3
玉
く
内
線
27
）

地
域
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
推
進
団
体
の
募
集

　
津
繭
地
域
衛
懲
施
設
組
合
で
は
、

地
域
の
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
集
鑓
囲

収
を
行
う
麟
体
を
募
集
し
ま
す
。

　
地
域
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
照
体
に
対

し
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
舐
目
の

回
収
実
績
に
応
じ
、
奨
励
金
を
支
給

し
ま
す
。

応
募
資
格

①
集
落
や
地
区
等
の
広
範
協
な
地
域
、

　
の
リ
サ
イ
ク
ル
鮒
象
赫
目
を
闘
収

　
す
る
闇
体
で
あ
る
こ
と
。

②
回
収
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
轟
目

　
を
津
南
地
域
衛
生
施
設
総
奮
ま
で

　
薩
接
搬
入
で
き
る
こ
と
。

登
録
受
付
期
闘

　
4
月
三
日
～
4
月
3
0
日
ま
で

　
侭
し
、
以
降
も
随
時
受
付
け
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
鐵

①
古
紙

（
ダ
ン
ボ
…
ル
、
新
聞
、
チ
ラ
シ
）

②
ス
チ
ー
ル
衡

③
ア
ル
ミ
無

》
サ
イ
ク
ル
奨
励
金

　
1
㎏
当
た
り
4
円

お
間
い
合
せ

　
保
健
橿
靴
諜
衛
盤
禰
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
費
6
－
3
7
0
5

補
聴
器
相
談
会

　
　
キ
コ
エ
補
聴
器

β
時
　
5
月
2
5
臼
（
火
）

　
　
　
午
前
鎗
時
よ
り
n
時
30
分

場
所
　
松
之
由
町
保
健
セ
ン
タ
篭

訂
正
と
お
詫
び

　
3
月
弩
で
「
嵩
橋
李
句
く
ん
偏
の

名
賄
が
季
旬
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

　　　　　　　　生ゴミ減量化のために

町癒隊、尋月ま段よ翰盤ゴミの減量化、堆肥化を進めるために、コンポス

トや電動銭盤1ゴ1ミ廼理機巻購入しだ場合に助成魏ます。

事業種目 事業内容 事業叢体 補助率

コンぷス総

容量ま70㌶乗満
欄　　太

事業勝

購入額の2分の工以肉

又は3，500鵬噛

容郵70蹴以上
燧　　人

事業漸

購入額の2分の1以内

又は4，50爾以内

電動銭

難趣艇理機

家　庭　絹 欄　　人
購入額の2分の1駐納

又は50，00鯛以内

盤養晶販売業及び

飲鯉瀬の事業醐

事業漸 購入額の2分の1以内

又は玉00，000醗納

帯講嘘る場漸

保健センター

　　　衛盗橿祉係　慰6－3705

申蒲に必要な物

⑳領収書

②鷲㈱ン

β



1
0
寸
㊤
1

「

里
創
プ
ラ
ン

通
信

No．4

し

こ

　
越
後
妻
膚
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整

備
事
業
で
は
、
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
平
成
十
二
年
夏
に
大
地
の
㎜
、
筑

術
祭
を
囎
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
事
業
の
欝
．
到
や
参

糠
ア
…
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

が
整
い
、
大
地
の
芸
術
祭
「
越
後
妻

鞍
ア
…
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0

0
幅
と
し
て
、
誘
都
圏
と
地
域
で
概

要
発
表
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を

㎜
開
儀
し
ま
し
た
。
今
圃
は
、
砺
オ
場

で
の
発
表
の
様
罫
な
ど
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
尚
、
大
地
の
芸
衛
祭
の
箏
業
概
要

に
つ
い
て
は
、
甥
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
お
旙
け
し
ま
す
、

綴
酋
都
薦
で
の
概
要
発
衰
・
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
鷺
肩
十
六
研
・
ヒ
ル
サ
イ
ド
プ
ラ

ザ
（
策
東
部
渋
谷
区
代
窟
由
）
に
お

い
て
、
中
：
央
の
報
滋
7
美
術
・
行

政
・
企
業
関
係
煮
や
二
十
人
の
参
茄

予
定
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
約
．
、
．
田
人

を
紹
い
て
、
概
要
発
衷
と
記
念
シ
、
、
ー

ポ
ジ
ウ
ム
及
び
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
聡

催
し
ま
し
た
。

　
概
要
驚
表
で
は
、
総
禽
コ
…
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
沈
趨
フ
ラ
ム
民
よ
り
、

第
｝
翻
を
平
成
レ
ニ
薙
七
月
．
、
牽
繕

よ
り
九
月
軒
9
ま
で
の
鷺
軒
一
．
a
間

の
会
則
で
闘
催
す
る
こ
と
．
テ
ー
マ

と
し
て
「
人
間
は
陽
然
に
内
鴛
さ
れ

る
」
を
掲
げ
、
ア
…
テ
ィ
ス
ト
が
地

域
揺
民
と
協
働
し
、
場
贋
に
深
く
関

わ
っ
て
作
晶
を
綱
作
し
な
が
ら
、
地

域
づ
く
り
に
括
動
に
携
わ
っ
て
い
／
、

こ
と
に
よ
っ
て
全
園
中
由
闘
地
の
モ

デ
ル
と
な
る
．
住
み
や
す
く
美
し
い

璽
由
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
、
繕
標
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
．

　
次
に
参
筋
予
定
の
世
界
十
鷺
力

麟
・
閣
十
汽
人
の
ア
！
テ
で
ス
ト
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
園
際
ア
…
ト
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
挺
騨
斎
地
域
の

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
…
六
人
が
登
褒

さ
れ
ま
し
た
。
ア
…
テ
ィ
ス
ト
は
今

後
さ
ら
に
増
え
て
、
鍛
終
約
に
は
七

十
人
程
度
の
参
加
を
見
込
ん
で
い
ま

す
．
さ
ら
に
、
地
域
六
カ
所
で
展
示

す
る
公
募
作
贔
展
の
概
饗
も
公
表
さ

れ
ま
し
た
．

　
野
外
美
衛
展
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
参

加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
質
と
量
は
撮
本

で
は
例
の
な
い
禦
業
で
あ
り
、
七
、
獅

六
十
烹
平
・
方
キ
環
メ
ー
k
ミ
ル
と
い
，
つ

広
い
地
域
を
会
場
に
、
斌
域
㈱
漸
町

村
が
連
携
し
て
行
う
事
藁
と
し
て
は

雛
雰
で
も
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ

る
こ
と
が
大
き
な
特
微
と
な
っ
、
て
い

ま
す
。

　
記
念
シ
、
、
〆
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ア
ー
ト

の
潮
流
と
地
域
づ
く
り
を
テ
…
マ
に
、

奮
凍
繍
介
氏
、
中
村
英
樹
氏
く
以
あ

美
術
評
論
家
）
安
斎
霞
男
氏
（
多
真

家
〉
小
沢
一
郎
氏
（
建
設
省
審
議
衰
〉

土
肥
翼
人
氏
（
東
．
1
業
大
学
助
教

授
〉
畢
良
敬
一
氏
（
「
造
形
“
編
集
長
）

縄
由
英
男
灰
（
予
供
調
査
硯
究
所

長
）
と
嘉
地
域
鰯
衛
町
長
が
パ
ネ

ラ
…
に
な
り
、
賠
村
熱
寿
氏
（
都
辮

雛
醸
連
禽
ア
ト
リ
エ
代
表
取
締
役
）

の
湖
会
に
よ
り
展
闇
さ
れ
ま
し
た
．

　
議
論
の
中
で
、
「
今
ま
で
は
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
主
役
に
な
り
す
ぎ
て
い

た
。
場
所
に
対
し
て
ア
…
テ
ィ
ス
ト

は
脇
役
と
し
て
参
爾
し
、
見
る
入
の

こ
と
を
考
え
な
が
ら
作
晶
を
つ
く
っ

て
い
く
。
幅
「
場
漸
に
全
く
関
係
な
い

も
の
を
持
ち
込
む
の
で
は
な
い
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
場
斯
の
持
っ
て
い

る
痩
索
を
独
創
的
に
料
理
す
る
罫
法

を
持
っ
て
い
る
。
幅
「
生
活
が
営
ま
れ

て
い
る
場
断
で
は
、
ア
…
テ
ィ
ス
ト

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら

れ
る
こ
と
が
大
切
、
地
竣
闘
溌
と
参

加
、
ア
…
テ
ィ
ス
ト
の
参
撫
の
鷺
つ

の
要
素
が
ど
の
よ
う
に
う
ま
く
組
み

合
わ
さ
れ
て
い
く
か
、
相
難
に
厚
え

A
，
い
、
支
え
禽
え
る
か
が
重
要
偏
な

ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
慧
箆
が
患
さ

れ
ま
し
た
．

　
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
名
誉

震
行
委
饅
長
で
あ
る
平
由
新
潟
県
知

箏
を
迎
え
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
や
ス

テ
キ
発
見
審
奄
．
興
の
糞
野
饗
．
卸
さ
ん

（
女
優
）
も
駆
け
つ
け
て
、
越
後
妻

窟
地
方
の
料
理
や
地
瀬
で
ひ
と
と
き

歓
談
し
ま
し
た
．

■
地
域
で
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
…

シ
黛
ン

　
一
、
｝
月
牽
七
滋
・
ク
ロ
ス
燈
十
欝
町

で
、
顯
地
域
に
お
け
る
記
考
発
褒
と

公
絹
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
ラ

フ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
展
示
が
行
わ
れ
、

置
蕩
人
が
入
場
し
ま
し
た
。

　
本
田
輿
、
行
委
籔
長
は
公
闇
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
い
さ
つ
で
、

「
広
域
的
な
ア
ー
ト
を
活
か
し
た
地

域
づ
く
り
は
全
籔
で
も
初
め
て
、
ま

だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
す
が
、

十
一
世
紀
に
痢
け
た
時
代
を
先
取
り

し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
越
後
妻
衡

か
ら
徴
界
に
陶
け
て
新
し
い
楓
を
罎

こ
し
て
い
き
た
い
．
環
欝
奉
海
圏
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
．
漏
と
述
べ
ま
し
た
．

　
会
場
に
は
七
人
の
参
撫
予
慰
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
も
み
え
、
あ
い
さ
つ
の
串

で
大
久
傑
英
治
さ
ん
は
、
蒙
－
ま
で

に
経
験
の
な
い
蛾
観
で
慧
欲
的
に

な
っ
て
い
る
。
釜
川
と
由
と
の
関
係

に
興
味
が
あ
る
。
欝
ん
で
参
撫
し
た

い
。
」
ジ
ャ
ン
暮
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ブ

ラ
ン
さ
ん
（
フ
ラ
ン
ス
〉
は
「
博
物

館
で
縄
文
土
雛
な
ど
を
晃
学
し
た
が
、

f4

五
千
奪
も
葡
に
革
命
的
な
文
化
が
発

達
し
て
い
た
こ
と
を
難
晃
し
た
．
私

た
ち
の
持
っ
て
い
る
全
て
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
往
ぎ
、
往
み
心
地
の
喪
い
場

所
を
つ
く
る
た
め
に
協
力
で
嚢
れ
ば

と
毒
え
て
い
る
．
皆
さ
ん
と
｝
緒
綻
、

土
地
の
雛
愛
や
幾
観
を
そ
の
蒙
ま
濫

か
し
た
場
燐
を
作
り
あ
げ
て
い
誉
た

い
．
偏
な
ど
抱
魚
が
述
べ
ら
れ
豪
し

た
。　

続
い
て
、
兜
城
美
枝
子
さ
ん
ハ
欝

森
大
学
教
授
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）
に
よ

る
ア
…
ト
皐
ッ
ク
レ
ス
整
構
箏
業
に

欝
せ
た
特
馴
購
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
箆
城
さ
ん
は
、
「
リ
ピ
ー
ト
に
失

敗
し
て
い
る
例
を
見
る
と
、
恩
い

切
っ
て
や
っ
て
い
な
い
．
ち
ょ
っ
と

彫
刻
を
置
く
と
か
、
　
一
鐡
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
と
、
二
度
∴
．
紳
度
訪
れ
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
な
ら
な
い
．
こ

の
企
圃
は
ス
ケ
…
ル
が
大
き
い
こ
と

が
魅
力
的
。
で
も
皆
さ
ん
の
協
力
が

な
い
と
で
き
な
い
．
こ
れ
が
来
来
に

　　　　　　編4紹

陶
か
っ
て
爽
き
披
け
、
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
渋
す
。
」
「
な
ぜ
饗

窟
で
と
乗
り
気
で
な
い
人
も
い
る
と

思
う
が
、
発
想
を
転
換
す
る
こ
と
が

大
纂
、
欝
添
纒
新
潟
県
の
中
の
妻
霧

で
な
く
、
徴
界
の
あ
ら
ゆ
る
麟
と
藏

接
つ
な
が
っ
て
い
る
欝
塞
を
代
褒
す

る
く
ら
い
の
懲
魚
と
心
構
え
が
必

要
、
“
な
ど
地
域
の
応
援
鐡
と
し
て

興
霞
な
お
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
．

　
会
場
に
は
、
大
地
の
螢
衛
祭
の
一

部
の
作
㎜
イ
メ
峯
ジ
デ
ザ
イ
ン
が
展

激
さ
れ
、
こ
の
冬
、
地
域
内
の
小
学

校
で
売
行
し
て
取
り
組
ま
れ
た
ス
テ

キ
発
見
娯
小
中
学
盤
．
の
蕊
f
入
の
琴

轟
騒
動
｝
に
よ
る
牽
。
．
校
一
醤
八
牽

九
作
繊
が
「
の
き
さ
き
美
術
館
」
と

し
て
展
承
さ
れ
ま
し
た
。

お
問
い
禽
せ

　
十
撮
町
地
域
菰
域
事
務
綴
禽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
爾
振
興
謙

　
驚
0
2
5
7
葺
5
7
－
2
6
3
7

　
繍
0
2
5
7
－
5
7
－
2
2
8
5

撫
鼻も

｝、．諺

綾
鋳
G
・

魅難轡、

・
・
魂
》

籔

短
歌
＆
写
真
の
募
集

　
林
遵
の
働
き
に
つ
い
て
地
域
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
林
遂
に

醐
す
る
簸
歌
及
び
聯
貞
に
つ
い
て
、

広
く
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
豪

す
．

応
募
方
法

　
短
漱
　
は
が
毒
で
応
琢

　
．
鋳
轟
　
4
つ
切
り
カ
ラ
ー

　
　
　
　
（
所
在
地
・
撮
影
コ
メ
ン

　
　
　
　
　
ト
を
付
し
て
）

　
そ
れ
ぞ
れ
玉
人
1
作
㎜
と
し
、
翻

作
に
限
り
ま
す
。

　
控
勝
、
郵
硬
番
讐
、
氏
磁
、
畿
議

番
樽
、
俸
齢
、
職
業
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

繕
募
期
間

　
平
成
貝
年
4
月
30
欝
ま
で

お
問
い
含
せ
及
び
応
募
先

　
亨
9
4
3
－
8
5
5
1

　
上
越
市
添
城
時
5
番
6
霧

・
鞭
灘
泌
－
！
拳

撫
繋
蕪

確渉節

嶺

ハ
そ
鷲
・
毫
確
、

6
、
庶

犠

　
上
越
林
業
事
務
勝

　
林
遵
の
窺
激
・
写
翼
墓
集
事
務
鰯

　
難
G
2
5
5
－
2
6
－
9
4
6
9

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　
　
　
募
集
案
内

　
隣
爾
庁
で
は
、
次
の
と
お
り
織
織

欝
（
幹
部
候
補
儒
）
を
藤
集
し
ま
す
燈

《
㎜
殻
・
技
徳
》

受
付
期
間

　
4
弩
7
欝
～
雛
月
越
総
ま
で

試
験
澱

　
、
欠
試
験

　
　
5
爆
2
9
藏
（
土
）

　
　
　
　
筆
総
試
験

　
　
貰
月
3
0
類
（
霞
）

　
　
　
　
飛
行
要
籔
希
望
潔
の
み

応
募
資
格

　
縫
奉
麟
籍
を
禽
し
、
平
成
欝
年
4

翔
王
鷺
環
樫
、
認
歳
以
上
2
6
歳
来
満

で
大
学
嬢
業
程
慶
の
学
力
を
禽
す
る

爵
。　

大
学
號
修
士
繰
程
修
ア
餐
（
箆
込

み
V
に
つ
い
て
は
認
歳
来
溝
。

《
緩
科
・
歯
科
・
薬
麹
》

受
慰
期
間

　
6
月
王
鑓
～
6
月
器
揖
訳
で

試
験
β

　
”
次
試
験

　
　
7
月
2
醸
（
金
）

応
募
資
格

　
鷺
氷
國
籍
を
脊
し
、
平
成
鍛
年
違

月
1
鷺
競
荏
、
緩
科
及
び
鹸
科
韓
部

候
補
盆
に
つ
い
て
は
、
専
糊
の
大
学

摩
く
箆
込
み
）
鍵
歳
以
上
．
薬
剤
幹

部
鮫
補
焦
に
つ
い
て
は
、
専
携
大
箏

帯
（
箆
込
み
）
で
22
歳
以
上
鱒
歳
来

満
の
麟
く
薬
翻
修
ヒ
取
得
癬
は
鰺
歳

来
満
）

☆
勤
務
条
群
簿
、
欝
し
い
内
容
を
お

　
闘
壼
に
な
り
た
い
方
は
、

露
籟
隊
隅
獺
募
集
事
務
携

　
簸
0
2
5
5
－
2
3
－
5
5
1
9

労
働
保
険
料
の
申
奮
．

納
付
は
お
早
め
に

　
、
馴
成
n
驚
度
の
労
働
保
険
料
（
労

災
・
纒
胴
保
験
）
の
癖
儀
納
付
期
限

は
5
月
2
0
類
ま
で
で
す
．

期
隈
内
に
、
疋
し
く
麟
儀
・
納
付
さ

れ
る
よ
う
に
お
瀬
い
し
豪
す
、

　
濠
た
、
労
働
保
険
事
務
組
合
に
事

務
を
委
託
さ
れ
て
い
る
事
業
薫
の
方

は
、
箏
務
綴
A
が
撮
建
す
る
繕
ま
で

に
孚
続
き
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

場
合
は
、

覇
潟
県
麗
罵
保
険
鎌

　
敷
0
2
5
－
2
8
5
－
5
5
1
三

新
潟
県
労
働
基
準
鰯

　
僧
0
2
5
－
2
6
6
…
4
玉
6
1

　
ま
た
は
、
公
粟
職
業
安
建
勝
、
労

働基準駿

督
署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
．
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1
0
寸
㊤
1

「

里
創
プ
ラ
ン

通
信

No．4

し

こ

　
越
後
妻
膚
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整

備
事
業
で
は
、
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
平
成
十
二
年
夏
に
大
地
の
㎜
、
筑

術
祭
を
囎
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
事
業
の
欝
．
到
や
参

糠
ア
…
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

が
整
い
、
大
地
の
芸
術
祭
「
越
後
妻

鞍
ア
…
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0

0
幅
と
し
て
、
誘
都
圏
と
地
域
で
概

要
発
表
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を

㎜
開
儀
し
ま
し
た
。
今
圃
は
、
砺
オ
場

で
の
発
表
の
様
罫
な
ど
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
尚
、
大
地
の
芸
衛
祭
の
箏
業
概
要

に
つ
い
て
は
、
甥
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
お
旙
け
し
ま
す
、

綴
酋
都
薦
で
の
概
要
発
衰
・
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
鷺
肩
十
六
研
・
ヒ
ル
サ
イ
ド
プ
ラ

ザ
（
策
東
部
渋
谷
区
代
窟
由
）
に
お

い
て
、
中
：
央
の
報
滋
7
美
術
・
行

政
・
企
業
関
係
煮
や
二
十
人
の
参
茄

予
定
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
約
．
、
．
田
人

を
紹
い
て
、
概
要
発
衷
と
記
念
シ
、
、
ー

ポ
ジ
ウ
ム
及
び
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
聡

催
し
ま
し
た
。

　
概
要
驚
表
で
は
、
総
禽
コ
…
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
沈
趨
フ
ラ
ム
民
よ
り
、

第
｝
翻
を
平
成
レ
ニ
薙
七
月
．
、
牽
繕

よ
り
九
月
軒
9
ま
で
の
鷺
軒
一
．
a
間

の
会
則
で
闘
催
す
る
こ
と
．
テ
ー
マ

と
し
て
「
人
間
は
陽
然
に
内
鴛
さ
れ

る
」
を
掲
げ
、
ア
…
テ
ィ
ス
ト
が
地

域
揺
民
と
協
働
し
、
場
贋
に
深
く
関

わ
っ
て
作
晶
を
綱
作
し
な
が
ら
、
地

域
づ
く
り
に
括
動
に
携
わ
っ
て
い
／
、

こ
と
に
よ
っ
て
全
園
中
由
闘
地
の
モ

デ
ル
と
な
る
．
住
み
や
す
く
美
し
い

璽
由
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
、
繕
標
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
．

　
次
に
参
筋
予
定
の
世
界
十
鷺
力

麟
・
閣
十
汽
人
の
ア
！
テ
で
ス
ト
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
園
際
ア
…
ト
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
挺
騨
斎
地
域
の

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
…
六
人
が
登
褒

さ
れ
ま
し
た
。
ア
…
テ
ィ
ス
ト
は
今

後
さ
ら
に
増
え
て
、
鍛
終
約
に
は
七

十
人
程
度
の
参
加
を
見
込
ん
で
い
ま

す
．
さ
ら
に
、
地
域
六
カ
所
で
展
示

す
る
公
募
作
贔
展
の
概
饗
も
公
表
さ

れ
ま
し
た
．

　
野
外
美
衛
展
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
参

加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
質
と
量
は
撮
本

で
は
例
の
な
い
禦
業
で
あ
り
、
七
、
獅

六
十
烹
平
・
方
キ
環
メ
ー
k
ミ
ル
と
い
，
つ

広
い
地
域
を
会
場
に
、
斌
域
㈱
漸
町

村
が
連
携
し
て
行
う
事
藁
と
し
て
は

雛
雰
で
も
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ

る
こ
と
が
大
き
な
特
微
と
な
っ
、
て
い

ま
す
。

　
記
念
シ
、
、
〆
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ア
ー
ト

の
潮
流
と
地
域
づ
く
り
を
テ
…
マ
に
、

奮
凍
繍
介
氏
、
中
村
英
樹
氏
く
以
あ

美
術
評
論
家
）
安
斎
霞
男
氏
（
多
真

家
〉
小
沢
一
郎
氏
（
建
設
省
審
議
衰
〉

土
肥
翼
人
氏
（
東
．
1
業
大
学
助
教

授
〉
畢
良
敬
一
氏
（
「
造
形
“
編
集
長
）

縄
由
英
男
灰
（
予
供
調
査
硯
究
所

長
）
と
嘉
地
域
鰯
衛
町
長
が
パ
ネ

ラ
…
に
な
り
、
賠
村
熱
寿
氏
（
都
辮

雛
醸
連
禽
ア
ト
リ
エ
代
表
取
締
役
）

の
湖
会
に
よ
り
展
闇
さ
れ
ま
し
た
．

　
議
論
の
中
で
、
「
今
ま
で
は
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
主
役
に
な
り
す
ぎ
て
い

た
。
場
所
に
対
し
て
ア
…
テ
ィ
ス
ト

は
脇
役
と
し
て
参
爾
し
、
見
る
入
の

こ
と
を
考
え
な
が
ら
作
晶
を
つ
く
っ

て
い
く
。
幅
「
場
漸
に
全
く
関
係
な
い

も
の
を
持
ち
込
む
の
で
は
な
い
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
場
斯
の
持
っ
て
い

る
痩
索
を
独
創
的
に
料
理
す
る
罫
法

を
持
っ
て
い
る
。
幅
「
生
活
が
営
ま
れ

て
い
る
場
断
で
は
、
ア
…
テ
ィ
ス
ト

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら

れ
る
こ
と
が
大
切
、
地
竣
闘
溌
と
参

加
、
ア
…
テ
ィ
ス
ト
の
参
撫
の
鷺
つ

の
要
素
が
ど
の
よ
う
に
う
ま
く
組
み

合
わ
さ
れ
て
い
く
か
、
相
難
に
厚
え

A
，
い
、
支
え
禽
え
る
か
が
重
要
偏
な

ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
慧
箆
が
患
さ

れ
ま
し
た
．

　
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
名
誉

震
行
委
饅
長
で
あ
る
平
由
新
潟
県
知

箏
を
迎
え
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
や
ス

テ
キ
発
見
審
奄
．
興
の
糞
野
饗
．
卸
さ
ん

（
女
優
）
も
駆
け
つ
け
て
、
越
後
妻

窟
地
方
の
料
理
や
地
瀬
で
ひ
と
と
き

歓
談
し
ま
し
た
．

■
地
域
で
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
…

シ
黛
ン

　
一
、
｝
月
牽
七
滋
・
ク
ロ
ス
燈
十
欝
町

で
、
顯
地
域
に
お
け
る
記
考
発
褒
と

公
絹
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
ラ

フ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
展
示
が
行
わ
れ
、

置
蕩
人
が
入
場
し
ま
し
た
。

　
本
田
輿
、
行
委
籔
長
は
公
闇
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
い
さ
つ
で
、

「
広
域
的
な
ア
ー
ト
を
活
か
し
た
地

域
づ
く
り
は
全
籔
で
も
初
め
て
、
ま

だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
す
が
、

十
一
世
紀
に
痢
け
た
時
代
を
先
取
り

し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
越
後
妻
衡

か
ら
徴
界
に
陶
け
て
新
し
い
楓
を
罎

こ
し
て
い
き
た
い
．
環
欝
奉
海
圏
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
．
漏
と
述
べ
ま
し
た
．

　
会
場
に
は
七
人
の
参
撫
予
慰
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
も
み
え
、
あ
い
さ
つ
の
串

で
大
久
傑
英
治
さ
ん
は
、
蒙
－
ま
で

に
経
験
の
な
い
蛾
観
で
慧
欲
的
に

な
っ
て
い
る
。
釜
川
と
由
と
の
関
係

に
興
味
が
あ
る
。
欝
ん
で
参
撫
し
た

い
。
」
ジ
ャ
ン
暮
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ブ

ラ
ン
さ
ん
（
フ
ラ
ン
ス
〉
は
「
博
物

館
で
縄
文
土
雛
な
ど
を
晃
学
し
た
が
、

f4

五
千
奪
も
葡
に
革
命
的
な
文
化
が
発

達
し
て
い
た
こ
と
を
難
晃
し
た
．
私

た
ち
の
持
っ
て
い
る
全
て
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
往
ぎ
、
往
み
心
地
の
喪
い
場

所
を
つ
く
る
た
め
に
協
力
で
嚢
れ
ば

と
毒
え
て
い
る
．
皆
さ
ん
と
｝
緒
綻
、

土
地
の
雛
愛
や
幾
観
を
そ
の
蒙
ま
濫

か
し
た
場
燐
を
作
り
あ
げ
て
い
誉
た

い
．
偏
な
ど
抱
魚
が
述
べ
ら
れ
豪
し

た
。　

続
い
て
、
兜
城
美
枝
子
さ
ん
ハ
欝

森
大
学
教
授
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）
に
よ

る
ア
…
ト
皐
ッ
ク
レ
ス
整
構
箏
業
に

欝
せ
た
特
馴
購
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
箆
城
さ
ん
は
、
「
リ
ピ
ー
ト
に
失

敗
し
て
い
る
例
を
見
る
と
、
恩
い

切
っ
て
や
っ
て
い
な
い
．
ち
ょ
っ
と

彫
刻
を
置
く
と
か
、
　
一
鐡
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
と
、
二
度
∴
．
紳
度
訪
れ
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
な
ら
な
い
．
こ

の
企
圃
は
ス
ケ
…
ル
が
大
き
い
こ
と

が
魅
力
的
。
で
も
皆
さ
ん
の
協
力
が

な
い
と
で
き
な
い
．
こ
れ
が
来
来
に

　　　　　　編4紹

陶
か
っ
て
爽
き
披
け
、
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
渋
す
。
」
「
な
ぜ
饗

窟
で
と
乗
り
気
で
な
い
人
も
い
る
と

思
う
が
、
発
想
を
転
換
す
る
こ
と
が

大
纂
、
欝
添
纒
新
潟
県
の
中
の
妻
霧

で
な
く
、
徴
界
の
あ
ら
ゆ
る
麟
と
藏

接
つ
な
が
っ
て
い
る
欝
塞
を
代
褒
す

る
く
ら
い
の
懲
魚
と
心
構
え
が
必

要
、
“
な
ど
地
域
の
応
援
鐡
と
し
て

興
霞
な
お
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
．

　
会
場
に
は
、
大
地
の
螢
衛
祭
の
一

部
の
作
㎜
イ
メ
峯
ジ
デ
ザ
イ
ン
が
展

激
さ
れ
、
こ
の
冬
、
地
域
内
の
小
学

校
で
売
行
し
て
取
り
組
ま
れ
た
ス
テ

キ
発
見
娯
小
中
学
盤
．
の
蕊
f
入
の
琴

轟
騒
動
｝
に
よ
る
牽
。
．
校
一
醤
八
牽

九
作
繊
が
「
の
き
さ
き
美
術
館
」
と

し
て
展
承
さ
れ
ま
し
た
。

お
問
い
禽
せ

　
十
撮
町
地
域
菰
域
事
務
綴
禽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
爾
振
興
謙

　
驚
0
2
5
7
葺
5
7
－
2
6
3
7

　
繍
0
2
5
7
－
5
7
－
2
2
8
5

撫
鼻も

｝、．諺

綾
鋳
G
・

魅難轡、

・
・
魂
》

籔

短
歌
＆
写
真
の
募
集

　
林
遵
の
働
き
に
つ
い
て
地
域
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
林
遂
に

醐
す
る
簸
歌
及
び
聯
貞
に
つ
い
て
、

広
く
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
豪

す
．

応
募
方
法

　
短
漱
　
は
が
毒
で
応
琢

　
．
鋳
轟
　
4
つ
切
り
カ
ラ
ー

　
　
　
　
（
所
在
地
・
撮
影
コ
メ
ン

　
　
　
　
　
ト
を
付
し
て
）

　
そ
れ
ぞ
れ
玉
人
1
作
㎜
と
し
、
翻

作
に
限
り
ま
す
。

　
控
勝
、
郵
硬
番
讐
、
氏
磁
、
畿
議

番
樽
、
俸
齢
、
職
業
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

繕
募
期
間

　
平
成
貝
年
4
月
30
欝
ま
で

お
問
い
含
せ
及
び
応
募
先

　
亨
9
4
3
－
8
5
5
1

　
上
越
市
添
城
時
5
番
6
霧

・
鞭
灘
泌
－
！
拳

撫
繋
蕪

確渉節

嶺

ハ
そ
鷲
・
毫
確
、

6
、
庶

犠

　
上
越
林
業
事
務
勝

　
林
遵
の
窺
激
・
写
翼
墓
集
事
務
鰯

　
難
G
2
5
5
－
2
6
－
9
4
6
9

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　
　
　
募
集
案
内

　
隣
爾
庁
で
は
、
次
の
と
お
り
織
織

欝
（
幹
部
候
補
儒
）
を
藤
集
し
ま
す
燈

《
㎜
殻
・
技
徳
》

受
付
期
間

　
4
弩
7
欝
～
雛
月
越
総
ま
で

試
験
澱

　
、
欠
試
験

　
　
5
爆
2
9
藏
（
土
）

　
　
　
　
筆
総
試
験

　
　
貰
月
3
0
類
（
霞
）

　
　
　
　
飛
行
要
籔
希
望
潔
の
み

応
募
資
格

　
縫
奉
麟
籍
を
禽
し
、
平
成
欝
年
4

翔
王
鷺
環
樫
、
認
歳
以
上
2
6
歳
来
満

で
大
学
嬢
業
程
慶
の
学
力
を
禽
す
る

爵
。　

大
学
號
修
士
繰
程
修
ア
餐
（
箆
込

み
V
に
つ
い
て
は
認
歳
来
溝
。

《
緩
科
・
歯
科
・
薬
麹
》

受
慰
期
間

　
6
月
王
鑓
～
6
月
器
揖
訳
で

試
験
β

　
”
次
試
験

　
　
7
月
2
醸
（
金
）

応
募
資
格

　
鷺
氷
國
籍
を
脊
し
、
平
成
鍛
年
違

月
1
鷺
競
荏
、
緩
科
及
び
鹸
科
韓
部

候
補
盆
に
つ
い
て
は
、
専
糊
の
大
学

摩
く
箆
込
み
）
鍵
歳
以
上
．
薬
剤
幹

部
鮫
補
焦
に
つ
い
て
は
、
専
携
大
箏

帯
（
箆
込
み
）
で
22
歳
以
上
鱒
歳
来

満
の
麟
く
薬
翻
修
ヒ
取
得
癬
は
鰺
歳

来
満
）

☆
勤
務
条
群
簿
、
欝
し
い
内
容
を
お

　
闘
壼
に
な
り
た
い
方
は
、

露
籟
隊
隅
獺
募
集
事
務
携

　
簸
0
2
5
5
－
2
3
－
5
5
1
9

労
働
保
険
料
の
申
奮
．

納
付
は
お
早
め
に

　
、
馴
成
n
驚
度
の
労
働
保
険
料
（
労

災
・
纒
胴
保
験
）
の
癖
儀
納
付
期
限

は
5
月
2
0
類
ま
で
で
す
．

期
隈
内
に
、
疋
し
く
麟
儀
・
納
付
さ

れ
る
よ
う
に
お
瀬
い
し
豪
す
、

　
濠
た
、
労
働
保
険
事
務
組
合
に
事

務
を
委
託
さ
れ
て
い
る
事
業
薫
の
方

は
、
箏
務
綴
A
が
撮
建
す
る
繕
ま
で

に
孚
続
き
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

場
合
は
、

覇
潟
県
麗
罵
保
険
鎌

　
敷
0
2
5
－
2
8
5
－
5
5
1
三

新
潟
県
労
働
基
準
鰯

　
僧
0
2
5
－
2
6
6
…
4
玉
6
1

　
ま
た
は
、
公
粟
職
業
安
建
勝
、
労

働基準駿

督
署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
．

f5



ー
F
寸
㊤
1

ま
つ
の
や
ま
文
芸

倭
句

う
ぞ鶯

す
で
に
桜
に
群
れ
て
暖
か
し

雲
え
く
ぽ
縄
画
に
出
て
晴
れ
上
が
る

　
　
松
之
山
く
高
松
崖
）
井
部
　
朝
女

恥

蕎
意
に
感
謝
し
ま
す

尽
き
も
せ
ぬ
茶
う
け
話
や
春
煙
燵

雲
椿
雑
木
の
申
に
緋
を
炎
し

　
　
松
之
山
（
松
　
屋
〉
佐
藤

猫
出
し
穴
そ
の
ま
ま
に
春
煙
燵

春
ご
た
つ
話
題
讐
ぶ
鑛
な
薬
売
紗

　
　
松
之
山
（
南
　
照
）
幽
簡
沢

團回圏
㈹

回
朧お

雛

節
女

秀
女

朝陽ちゃん　蔑橋　重勝・敦子さん

　　　　　　　　　策水島（和圏郎）
たすく

循ちゃん　本山　義昭・信子さん

　　　　　　　　　鑓麦立（宮下）
ゆうだい

雄大ちゃん　小野塚敬之・智子さん

　　　　　　　　藤倉（豊則）

短
歌

町
祇
会
禰
縫
協
議
会
に
ご
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。
町
の
荏
宅
禰
祉
の
肉
上

の
た
め
に
濡
矯
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
湯
添
禰
漂
難
様

　
　
　
　
　
岬
○
○
、
○
○
○
円

や
わ
ら
か
き
春
の
雨
う
け
芽
を
出
さ
ん

　
　
わ
れ
は
球
根
ひ
そ
や
か
な
賭

圏
十
路
き
て
特
ち
得
る
時
は
十
一
分

　
　
き
み
と
出
会
っ
た
命
の
先
端

　
　
　
天
水
島
へ
中
　
山
）
嵩
橋

おくやみ（死亡〉

由q新一郎さん87歳湯之島（徳之助）

小松　スミさん82歳　湯　由（不老閣）

料由　一郎さん73歳湯　本（千浦屋）

丸林　哲二二さん　67歳　湯之島く常照院）

＊3月蝦から3月綴aまでの屑灘分です。

＊広報に載せてほしくない方は、麗鐵の時

に窓鷺にお話ください。

玲
子

⑳◎⑳㊥
　　　　　　　　3拷3i欝現往

総人鶯　3，278人〈一33）

　　男1，597人（一三9）

　　女1，68工人（一i4〉

難帯数　1，難7声（一6〉

（〉内は離湧との箆較

28β　スキーカーニバル

◇4肩扮β～5月績臼の予定

疑麟　県議会議員選挙投票麟

玉8簾　松之由温泉クロスカントリー

　　　スキー大会

29鶏　クリーン大礁戦

2日　越後松之繊由菜残雲塾

　　　　　　　　　48まで

◇3月の毘来事

3嬢　松高卒業式

4β　議会定例会　捻黛まで

難8　松之山中学校卒業式

248　町内小学校卒業式

25賛　松之山・浦曝保膏醗卒圏銭

26ヨ　松墾保畜勝卒園式

町民憲章餐撰手、，53奪，，月縦

　わたしたちは松之山町疑です．郷土を愛し、

みんなでよ参よい町づくりをしよう。

町幾の合霞葉

　圭、美しい緑と’雪の中で

　　　心豊かな人になろう

　王、ブナの構が触れ合うように

　　　連体の心をもとう
　　　　　　　　　玉、湧きいづる湯衆のように

　　　創造のカを蕎めよう

夢
β
記
よ
り

　
春
は
、
熱
謝
の
勢
吹
き
を
い
つ
も

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
春
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
冬
の
厳
し
さ
も
乗

り
越
え
ら
れ
る
柔
欝
え
ま
す
。

　
新
穿
や
、
由
菜
料
理
を
食
べ
る
の

が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
大
好
き
な

桜
も
、
あ
ち
こ
ち
で
闘
花
寛
｝
、
樽
を
し

て
い
ま
す
が
、
松
之
山
町
に
や
っ
て

く
る
の
も
、
も
う
す
ぐ
で
す
．
黛
畷

鍛
え
た
響
轟
の
腕
を
濡
か
し
て
松
之

撫
の
す
ば
ら
し
い
自
然
を
舘
録
に
残

し
た
い
で
す
。

　
こ
の
春
は
体
を
動
か
し
て
、
な

ま
っ
た
体
を
少
し
は
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ

プ
し
た
い
と
思
う
今
露
こ
の
畷
で
す
。

妻6

温泉定休目
、蟹竺 1温祭センター1翠の湯

4月 1・8・15・2 開業未定

5月 13・27 開業未定

駄
・1’1

麟獲職識駒鰭陶鰯瞳繕繕繍騨繭醸甑．．

　総の癬
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振興諜　　　　　6－3蓋34
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